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序章 はじめに 
 世界的に高齢化問題がクローズアップされている今日、中国でも高齢社会に対応するた
めの施策が模索されている。現在、中国では人口高齢化の問題が深刻に受け止められている。
高齢化問題においては世界諸国と同じく、家族扶養の脆弱化など一般的な共通課題がある
一方で、経済がまだ発展していない状況に加え、高齢者人口の絶対数が多く、進行が非常に
速いうえに、一人っ子政策による人口構造のアンバランス化など、中国ならではの特殊な課
題も多く抱えている。これから未曾有の超高齢社会に向きあう中国では、高齢者施設が必要
不可欠なものとして注目されるようになった。このような状況の下で、入所者の生活実態の
把握が大きな課題である。 
 ライフストーリーは、一般的に、個人が歩んできた自分の人生について個人の語るストー
リーであり、個人が主観的な立場から自身の経験や生涯を再構成したものと言える。（桜井、
2002）物語においては生成プロセスとして語りが重要であり、時間・空間・文脈的に離れた
ところにあった出来事同士を結び付けることにより、新たな意味生成が起こる。（やまだよ
うこ、2006）これまでのライフストーリー研究は、日本の高齢者施設に入所している要介護
高齢者を対象に、自己の人生全体に対する意味付けを明らかにしている。（原、2004）一方、
慢性疾患患者、障害者やがん患者とその家族の病気対処行動に着目したライフストーリー
研究も試みられている。 
 そこで、本研究では、ライフストーリー・アプローチを用いることにより、中国東北地域
の高齢者施設に入居している高齢者の生活と主観的幸福感を明らかにし、日中戦争、朝鮮戦
争、文化大革命など激動の歴史を経験した高齢者らの現在を支える要因を探り、これから必
要なソーシャルワーク支援方法を検討することを目的とする。 
 
 
第一章 先行研究 
 1 中国の高齢化 
① 中国における高齢化の特徴 
   １）高齢者の急速かつ大規模な増加と地域格差 
 2015年までに、中国では 65歳以上の高齢者人口が 1.43億人に達し、総人口の 10.5％を
占めるようになった。「中国全国老齢工作委員会弁公室」（老齢弁）によって公表された「中
国老年宜居環境発展報告（2015）」によると、2050年末までに 60歳以上の高齢者は 4.83 億
人を突破し、総人口の 34.1％を占めるようになると予測されている。一方、0から 14 歳の
年少人口の総人口に占める割合は 2010年時と比較すると、0.08ポイント減少しており少子
高齢化が加速度的に進展していることが明らかになった。 
 一方、16～59 歳の労働人口は減少し始めている。2011年には、9億 4000万人という過去
最高水準に到達したが、2012年から減少に転じ、9億 3700万人になった。2013年はさらに
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減少し、9 億 3600 万人となり、今後も労働人口が減少し続ける予測である。これらのこと
から、経済活動に対する人口ボーナスは減退していくものといえる。 
 高齢者人口の増加と労働人口の減少により、社会的扶養に対する圧力は高まっている。
2012 年社会的扶養率は 44.62％（低年齢扶養率 23.96％、高齢者扶養率 20.66％）となり、
2013年には 1.32％上昇して、45.95％になる。 
図 1 中国少子高齢化の現状 
 
（出所） 人民網日本版より http://j.people.com.cn/94475/8147675.html 
 
 全国的に高齢化は進んでいるものの、東部から西部にかけて次第に人口高齢化の進行が
遅れている。東部沿海地域にある上海市が 1979 年から人口高齢化が始まったのに対して、
西部寄りの寧夏回族自治区は 33年間遅れて、2012年から人口高齢化が始まると予測されて
いる。 
 さらに、高齢者の生活環境は都市部よりも農村部のほうがより深刻であることが指摘さ
れている。中国高齢者研究センターが 2006年に行った都市部と農村部の高齢者の抱える問
題についての全国調査では、「常に孤独を感じる」、「人付き合いをしたくない」、「自殺願望
がある」の 3項目に当てはまるとした高齢者数は、都市部より農村部の方ははるかに多かっ
た。しかし、2006年では、都市部 60歳以上高齢者人口は 3856万人で、都市総人口の 6.86％
を占めている。それに対して、農村部 60 歳以上高齢者人口は 1億 801万人で、農村部総人
口の 14.49％を占めている。農村部と都市部の人口高齢化の差は 2000 年から生じており、
今後も続いていくと予測されている(黎建飛，2007)。 
   2）高齢期における貧困人口の増大 
 中国には「未福先老」（豊かになる前に老いる）という言葉があるが、それは中国高齢化
の一つの特徴を表している。先進諸国が高齢化社会を迎えた時期、一人当たりの GNPは 1万
ドル以上であったが、2010年の中国における一人当たりの GNPは 3620ドルに過ぎず、2011
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年の政府による調査で貧困人口は約一億人と報告された。 
 高齢者が貧困に陥る原因の一つとして年金制度、医療保険制度など社会保障制度の不備
が指摘される。60 歳以上の高齢者の収入源として、都市就業者には都市部従業員基本医療
保険という養老年金があり、1980 年代から養老年金の支給が始まっている。しかし、農村
と郷鎮企業は養老年金を設立しておらず、国民全体を対象とした年金制度はない。また、社
会保険体制の不備から一部の受給者を対象とした年金の未払い額は累計 1500億元に達して
おり、実質上機能していない状況である。さらに高齢者の就労の機会は乏しく、収入源は限
られる。 
 また、中国では、老親の扶養が子どもの法的義務とされている。中華人民共和国憲法第 49
条第 3項に「成年の子は父母を扶養・扶助する義務を負う」という規定がある。しかし、経
済発展による社会の変革、一人っ子政策および出稼ぎ労働者が増加した結果、高齢の親を子
が家庭で介護することは現実的ではなくなっている。 
 現在、家族が「一人の子ども、二人の親、ぞれぞれの祖父母四人」という四二一構造が顕
著になっており、今後さらに親の扶養義務を背負わされた子どもへの負担が重くのしかか
っていくことになる。膨大な数の要介護高齢者が、今後さらに増え続けていくと予測される
中国において、ケアの社会化が強く求められている。 
  ② 高齢者福祉施設とその運営における課題 
 中国では、高齢者福祉施設は社会福祉施設の一種であり、民政部1がその設立と管理を所
管する部門になっている。各地域の事情に応じて運営されているため、施設の状況を包括的
に捉えることは難しいが、さしあたり共通の問題点が二点挙げられる。第一に救貧的、救済
的意味合いが強く、一般高齢者の生活の質の向上を図るためのものとはなっていないとい
う点である。第二には、国営の福祉施設は老朽化が進んでおり、サービス水準も低く、入居
希望者が少なく定員を満たさないため、膨大な債務を抱えている所が多いという点である。 
 
表―1 中国高齢者施設の種類 
施設種類 対象者 サービス 利用形態 
高齢者社会福利院 「三無老人」優先、一般老
人 
日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 入所型 
敬老院 「三無」「五保」2老人優
先、一般老人 
日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 
養老院 自立老人、介助老人、介護
老人 
日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 
                                                   
1 日本の総務省に相当する。 
2 「三無老人」：法定扶養義務者がいない、労働能力がない、所得がない高齢者である。 
 「五保老人」：「五保」制度は 1960 年に定められた中国農村社会の生活保護制度である。「五保」とは、
五つの内容が保障されるという意味で、つまり、衣、食、住、教育、葬儀の五つである。この制度のもと
に保護される高齢者は、「五保老人」と呼ばれている。 
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高齢者アパート 自立老人 食事、清潔衛生、文化娯楽、医療保険など 居住型 
護老院 介助老人 日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 入所型 
護養院 介護老人 日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 
托老所 地域におけるすべての老人 日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 通所型 
高齢者サービスセンター 地域におけるすべての老人 文化娯楽、リハビリ、医療保険、訪問サービスな
ど 
出典：民政部 2001年「高齢者社会福祉施設ガイドライン」により 
 
   1）施設及びベッドの不足 
 1990年代以降、福祉分野に民間企業が参入し、福祉サービスの整備が行われた。表―2で
は 2010 年から 2015 年までの高齢者福祉施設ベッド数、入居者数の変化とベッド設置率を
示している。ベッド数と入居者数の数字から中国高齢者福祉施設数が年々増えていること
が分ける。しかし、高齢化の進展につれ、高齢者人口も増えている。 
ベッド設置率を見ると、中国の高齢者福祉施設は、先進国の施設に入所する高齢者数が全
体の 5～7％であることに対して、それを下回る。つまり、国際的な視点から比較すると、
中国では増加する高齢者人口に対して福祉施設のベッド数が不足していると考えられる。 
 
表―2高齢者施設の発展状況 
出典：「中国高齢事業発展統計公報」各年と「中国統計年鑑」各年を参考にして 
 
   2）福祉に従事する人材不足と質の低さ 
 中国では 65歳以上の認知症高齢者は 500万人を超えているが、日本の認知症対応型共同
生活介護施設やケアハウス、ナーシングホーム、及び高齢者生活福祉センターなどに該当す
る機能を有する施設はゼロの近似値といえるほどに乏しい。核家族化した家庭における介
護の負担を軽減するためにも、専門的な知識を備えたスタッフを擁した福祉施設の必要性
はますます高まることが予想される。 
 一方、在宅サービスにおいては、高齢者の約半数がその利用を望んでいるにも関らず充
足率は 20％に満たない。また、高齢者施設におけるベッド数が懸念されながら、その満床
率は 50％程度のところが多く、最大値でも約 80％でしかない。これらの原因として、高
齢者福祉に対する理解不足、資金不足、社会保障制度の不備など様々な問題が指摘される
項目 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 
高齢者人口（万人） 11894 12288 12714 13161 13755 14386 
ベッド数（万床） 314.9 353.2 416.5 493.7 577.8 672.7 
入居者人数（万人） 242.6 260.3 293.6 307.4 318.4 ― 
ベッド設置率 2.6 2.8 3.2 3.7 4.2 4.6 
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が、中でも大きな課題は高齢者福祉に従事する人材の不足である。 
福祉に対する関心は低く、福祉教育・研究の専門家が少ないため、介護士の専門的な養
成が後手に回っている。その上、介護職員は社会的地位が低く、高齢者介護そのものを敬
遠する傾向も強く、介護士は絶対的な不足状態にある。 
中国民政部による 2009年の民政事業発展統計報告によれば、「都市部における介護サー
ビス事業は 2009 年までに 215.8万人の雇用拡大を果たし、そのうち 53.1万人の失業者が
再就職を果たした」と発表されている。もともと中国政府の雇用政策の方針として、高齢
者の介護サービスを担うマンパワーは、女性を主として農村部の余剰労働力の活用や失業
者の再就職先が充当されてきた。こうした手段で、高齢者介護を担う人材の量的確保が図
られたが、彼らは福祉・介護に関する専門教育や訓練を受けたことがなく、基本的な教育
歴や教養が十分とはいえない場合も多い。それゆえに、高齢者特有の配慮の必要性や認知
症などの症状に対する理解も不足している。また、入浴介護用具や介護用ベッド、移動用
リフトなど施設整備の不備も伴い、一般的に介護サービスの質は極めて低い状態にある。 
 
2 高齢者の主観的幸福感 
高齢者の主観的幸福感(subjective well-being)に関する研究は、高齢者がいかに「老
い」を受容して生活しているかを明らかにするために、日本でも社会老年学を中心とし
て、1970年代の後半から精力的に進められている。 
主観的幸福感の関連要因の中で、最も重要なものは、健康であるとされている。古谷野
（1981）では、健康度自己評価がモラール得点と最も強い相関関係を示している。都市部
の前期高齢者を対象とし、主観的幸福感の関連要因を性別ごとに分析した直井（1990）の
研究でも、男女とも健康度が関連の高い要因であった。 
対人関係や経済状況も主観的幸福感の規定因として挙げられている。対人関係について
は、関東地方の高齢者を対象とし、主観的幸福感の規定因を検討した結果、健康自己評価
と並んで人間関係の豊かさが幸福感を高めることが明らかにされている。（古谷野、
1984）。 
次に、高齢者の主観的幸福感の規定因の一つとして挙げられる経済状況については、女
性においてのみ経済状況が関連要因しているや（直井、1990）、社会経済的地位の中で
も、収入の説明力が最も大きいことが指摘されている（渡邉、2004）。 
以上の先行研究は、主観的幸福感の規定因として、健康状況、経済状況、対人関係が重
要であることを示唆するものであるが、これらの多くは日本の首都圏の高齢者を対象とし
ている。これらの結果は、中国の郊外都市の高齢者にも妥当するのであろうか。国、地域
によって、主観的幸福感への影響にも違いが出る可能性があると考えられる。 
 
3 ライフストーリー研究 
① ライフストーリー研究 
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ライフストーリーは人生物語や生活物語などと訳され、個人の人生、生活、生などにつ
いての口承の語りを指す。 
ライフストーリー 研究法は語り手の経験や見方の意味を探求する，主観的世界の解釈
を重視した研究法とされている（桜井，2005）。調査者が調査協力者にライフストーリ
ー，つまり人生／生活／命の物語をインタビューし，そのインタビューという磁場で生成
されたストーリーを研究するのが ライフストーリー研究と言える。元来，ライフストー
リー研究法は，ライフヒストリー研究法から派生した研究法である。桜井（2002）は，ラ
イフヒストリー研究法を大きく三つのアプローチに分類している。まずは，古典的な「実
証主義アプローチ」である。このアプローチは第二次世界大戦前のシカゴ学派に代表さ
れ，ライフヒストリーが科学的で客観的でなければならないと考え，仮説検証型の研究を
中心としていた。たとえば、非行の事例研究である C．R．ショウの『ジャック・ローラ
ー』（1966/1998）がその典型であるが，ショウはインタビューの記録に加え，それを証明
する補助的資料として，語り手の家族史，犯罪記録などの公的記録を用い，事実としての
非行少年の人生に迫ろうとした。初期のライフヒストリー研究は，インタビュー記録から
客観的な事実を明らかにすることを目指し，科学性を求め，演繹的方法を中心としてい
た。しかし，現在のライフヒストリー研究は，帰納的方法に拠っている。その一つが，
「解釈的客観主義アプローチ」である。「解釈的客観主義アプローチ」は，「帰納論的な推
論を基本としながら，語りを解釈し，ライフストーリーインタビューを重ねることによっ
て社会的現実を明らかにしようとするものである」（桜井，2002）。このアプローチは，語
り手によって語られた内容に基づき，規範的・制度的現実を記述することを目的としてい
る。「解釈的客観主義アプローチ」の代表的研究はベルトー（1997/2003）の研究である
が，ベルトーは，地方から都市へ進出した多数のパン職人のインタビューを収集すること
で，語りによって描き出される規範的・制度的現実を客観化しようとした。それに対し，
インタビューの語り手の語りの内容に加え，「いかに語ったか」という語りの形式に着目
したアプローチが「対話的構築主義アプローチ」である。「対話的構築主義アプローチ」
では，インタビューによる語りを，インタビュアーとインタビュイーの相互行為によって
〈いま、ここ〉で構築されるストーリーであるとみなす。そして，そのストーリーがいか
にして構築されたかという視点から，社会的現実の主観的構成に迫る。この語りをストー
リーとして，つまり物語（ナラティブ）として捉え，分析するアプローチが，ライフヒス
トリー研究法と区別され，ライフストーリー研究法として確立されていく（桜井，2005；
山田，2005）。つまり，ライフストーリー研究法は，インタビューを語り手と聞き手が構
成したストーリーとして解釈することで，語り手の主観とその社会的構成を明らかにする
研究手法ということが言える。この立場の背景には，従来のライフヒストリー研究が本質
主義的であったことの反省と，現実が社会的に構成される構築物だという認識がある。 
② 今までのライフストーリー研究 
近年、社会学におけるライフヒストリー研究は、ライフストーリー研究へとその主軸が
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移りつつある。（亀﨑 2010）その中で、高齢者については多くの研究がなされてきた。
例えば、石﨑、石井、目黒（2003）は初期のアルツハイマー病の患者のライフストーリー
を報告した。一般的に初期アルツハイマー病患者において、自身のアイデンティティを確
認するような内的な作業が行われており、面接者がそのストーリーに耳を傾けるならば、
ライフストーリーの陳述を促すことになると考えられる。原、小野、沼本、井下、河本
（2006）は介護老人保健施設における高齢者のライフストーリーをケアスタッフが聴き取
ることを通して、ケアスタッフの高齢者及びケアに対する認識がどのように変化するのか
を明らかにした。 
今まで日本では中国人を対象とするライフヒストリー研究として、以下の試みがなされ
てきた。鍾（2017）は在日華僑華人たちの日本での生活の再建、二世代の教育、彼らを取
り巻く日中の社会福祉を中心に、ライフヒストリーの視点から究明した。康、森脇、坂本
（2013）は中国人日本語教師の就職コーホート性を明らかにし，個々のライフヒストリー
が展開する舞台や条件を明らかにした。時津（2004）も「現場から『中国帰国者』の現実
を知るということ--ライフヒストリー研究のすすめ」の論文を書いた。しかし、中国人を
対象とするライフストーリー研究は多くが中国人留学生を対象としており、ほかの世代へ
の研究はあまり行われて来なかった。久野（2015）は，中国人編入留学生にインタビュー
を行い，ライフストーリーを作成し，編入留学後の問題点とその要因について考察した。
一方、中国においては、ライフストーリー研究はいまだに見当たらない状況である。 
 
以上の先行研究から見ると、急速な経済成長と共に、中国は現在、急進する社会の「高
齢化」において、一人っ子政策による人口・社会構造の歪みにより、高齢化問題はさらに
深刻になり、2011年には、要介護・要支援の高齢者人口は約 3300 万人、2012年に 3600
万人、2013年に 3750万人に増加している。 また、中国人の養老観念の変化に従って、介
護サービスの必要性がますます高まっていく。しかし、それに対する総合的な高齢者福祉
政策も欠けているし、高齢者施設の数と質も不足している。今まで、中国の高齢者施設の
現状と課題についての研究は多くの研究が行われてきたが、実際に高齢者施設に住んでい
る高齢者たちの生活と心理を中心に研究する研究は十分になされているとはいえない。 
 
 
第二章 研究目的と研究方法 
1 研究目的・意義 
第六回センサスによると、全国の合計特殊出生率は 1.18であるが、遼寧省、吉林省、
黒竜江省は 0.74、0.76、0.75である。また、高齢化率は 15.43％、13.21％、13.03％であ
り東北地域は全中国における少子高齢化問題の深刻な地方と言える。 
中国の郊外都市の高齢者はどのような人生を生き、価値観を持っているのか、現在どの
ような気持ちで、状況を捉えているのか、などを社会福祉専門職は理解したうえで援助し
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なければならない。単に、施設の生活環境を個室にすることやユニットケア対応すること
など施設のハード面を整備することや、その方の身体的状況・精神的状況・ニーズを画一
的に捉えて、介護を提供するだけでは不十分である。しかしながら、山積する課題を抱え
る中国の介護現場において、高齢者が語る人生の歴史を丁寧に聞くための時間や空間はい
まだに十分に確保されているとは言い難く、その実態も把握されていない。さらに、高齢
者が生きる意味を探求する側面やスピリチュアリティについて、十分検討されているとは
いえない。施設の機能には不備な点があり、施設では精神面での高齢者への支援が少な
く、高齢者は施設に入る前よりさらに寂しいと感じることもあるという。（王 2010：50） 
ライフストーリー研究では、対象者自身が自分の経験をまとめ、組織化し、有機的に秩
序付けていくというストーリー構成作業を通じ、対象者自身が感じている新たな意味付け
が行われるとされる。意味付けには、自己の経験や出来事に対するその人自身の理由付
け、解釈、評価、価値付けが含まれる。また、インタビューを通して過去の出来事を物語
る行為は、聞く―語るという相互行為を基盤とするため、語り自体は語り手とインタビュ
アー双方の関心から構築された対話的混合体となる。このことは、ライフストーリーイン
タビューにおいて、語り手とインタビュアーの相互作用により意味付けが行われることを
示している。 
以上を踏まえ、本研究では、高齢者が幸福感や健康感を持ち、自分らしく尊厳ある人生
を全うするための支援の在り方を考察するため、筆者の出身地、日本と密接な関係がある
中国東北地域の高齢者施設に入居する高齢者の「生活」をライフストーリー研究法によっ
て把握・分析し、高齢者たち今までの生活を聴き取り、現在を支えているものが何かを明
らかにし、今後の生活の中に必要なソーシャルワーク支援の方法と課題を考察することを
図る。 
 
2 研究方法 
2016年まで、中国東北地域の吉林省 S市の総人口は 119.5万人がいる。60歳以上人口
は 255467人、総人口の 21.37％を占める。登録した高齢者施設は 108所がある。そのう
ち、公立 52所、ベッド数は 3110、在住している高齢者は 1753 人、入居率 56.37％。私立
56 所、ベッド数は 3792、在住している高齢者は 1992人、入居率は 52.53％。 
S市 H区の総人口は 330712人である。その中で、都市部住民は 297690人、農村部住民
は 33022人である。都市部職員養老保険に加入している人は 1.5万人、都市と農村部居民
基本養老保険に加入している人は 3.82万人、都市と農村部居民基本医療保険に加入して
いる人は 17.15万人、都市部職員基本医療保険に加入している人は 1.14万人がいる。 
① 対象者 
65歳以上で、吉林省 S市 H区内、国営と私立 2ヶ所の高齢者施設でコミュニケーション
上の問題がなく表現でき、研究に同意の得られる高齢者。 
② 調査期間 
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2017年 9月 
③ 調査方法 
高齢者施設の職員より該当者の紹介を受け、本人に調査の趣旨説明を行い承諾の得られ
た後、ライフストーリー法に基づくインタビュー調査を行った。語りが始まってからは、
対象者自身によって展開される語りの筋を支えるための促しや質問を適時行った。会話が
行き詰まった時等には、インタビューに新しい展開をもたらすためのインタビューガイド
を作成し使用した。対象者に応じて、1～2回に分けてインタビューを実施した。本調査
は、社会福祉学会の研究倫理指針にもとづき実施した。 
④ 分析方法 
1）これまでの人生、2）高齢者施設に入所した経緯、3）施設での「住み心地」などに
ついての質問を行い 4）中国東北地域の中都市において、激動の時代を生き抜いた高齢者
がどのような人生を生き、現在どのような気持ちで生活しているか、また、何を「生きる
支え」としているか、ということを理解し、支援にむけた課題を考察したい。 
はじめに、高齢者たちの誕生から現在までの出来事を年代順に並べた生活史を作成す
る。生活史に構成された出来事の時系列的な流れと過去について語られた具体的な生活状
況からいくつかの人生時期に区分し、各人生時期に見出しを付けてライフストーリーのア
ウトラインを示す。次に、ライフストーリーの中から、幸福感についての行為、感情、思
考がテーマとして、語られている部分を取り出し、現在の生活について語られた内容から
は、過去とのつながりを踏まえて現在の在り方について解釈し、テーマを抽出する。 
 
 
第三章 インタビュー調査の概要と結果 
各人生時期のライフストーリーがどのように語られたか、以下に要約して記述する。尚、
「」の中には逐語が記述され、（ ）内の文字にて直前後の部分についての説明や補足を行
っている。また、［ ］の文字は、会話中のインタビュイーのジェスチャーや表情を示して
いる。 
1 Aさんのライフストーリー 
 
対象者 A 
年齢 68 
性別 女 
入所年数 14年 
施設と費用 私立・1600元/月 
インタビュー回
数・時間 
2回・144分 
家族背景 夫：死去 子：2人 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   １）〔幼少期〕 
  1949年に生まれた Aさんは、「中華人民共和国の建国と同じ年だよ」と笑いながら語っ
た。Aさんの兄弟姉妹は 8人がいて、厳しい親に育てられたという。母親の体調が良くなか
ったため、A さんは 10 歳ぐらいから、毎日朝の四時ぐらいに起きて、家族みんなの朝食を
作っていた。「毎日朝になると、母親は私を起こしたのよ。私が起きたくない時にも、母に
頭を叩かれたわよ。冬の本当に寒い時も、こんな感じで、起きなさい、起きなさいって［頭
をたたく］されるから早く起きなきゃいけなかったわ」 
経済状況 良好 
健康状況 糖尿病 
過去の仕事 小学校学務課の教員 
生活史の概要 〔幼少～学齢期〕 
・1949年 S市で出生。 
・兄弟姉妹は全部 8人がいる。親は厳しかった。 
・8歳で就学。 
・母親の体調不良のため、学校の前、朝の四時位に起床し、家族の朝食を作って
いた。 
・高校卒業前に文化大革命のため、農村に行った。三年ぐらい農村で耕作作業に
従事した。 
〔就職〕 
・農村から戻って、最初は工場で就労。その後、小学校で勤務部において退職ま
で働いた。 
〔結婚・育児〕 
・26歳に軍人と結婚して、28、29歳に二人の息子を年子で生んだ。 
・夫と性格が合わず、離婚。 
・49歳の時に再婚。 
〔施設での生活〕 
・再婚した夫と新築マンションを購入するも、最初の冬に、暖房がなかったこと
を理由に、夫婦で養老院に入所。 
・夫は 2017年 4月に今の養老院で死亡。 
・毎日マージャンをやったり、ダンスをしたり、寂しさを感じることはない生活
を送っている。 
・時折、施設内の友人と一緒に施設の近くを散歩している。 
・年金で施設の料金や医療費を賄うことができている。 
・今の老人ホームの食事やサービスがとても良いと感じており、毎日満足し、幸
せに過ごしている。 
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 学生生活では、8 歳で小学校に入学し、いわゆる普通の学生として過ごすことができた。
高校 2 年の時に文化大革命があり、「高校をまだ卒業してなかったけど、農村に行ったのよ。
高校 2年生の時かな。中学校、高校の 6学年の学生たち、みんな一緒に農村に行ったわ。行
き先はバラバラで、いろんなとこに行く人がいた。私は、大体三年ぐらい農村で畑を耕して
過したわね」その時期のことについて、A さんは「（学校では）授業を受けずに、毎日革命
といって、喧嘩や、ものを壊したり、泥棒などが行う人がいたわ。まあ、私たちは学校に行
く勇気はなかったわよ。その後はみんな一緒に農村に行って、毎日耕作をしたり、革命をや
ったり、再教育を受けたわ。でも、やはり親と離れて過すのは、寂しかった。周りのみんな
は、まだ子供なので、ご飯も満足に作れなかったし。炊けたときもあるし炊けていない時も
あるからね。我慢して食べたわ。お腹はいっぱいになったけどね」と語った。 
Aさんは農村での生活についての語りは、以上だが、最後にその頃のことを振り返り、当
時の政治体制のことを話された。鄧小平をはじめとした共産党の指導者による政策が富国
を持たらしたとの認識や感謝の意を示し、「私の時代はもう十分幸せだったけど。あなた（イ
ンタビュワーのこと）たちの生活はもっと幸せだよ」と。 
   2）〔就職・結婚・育児〕 
 20歳ぐらいに文革が終わると、Aさんはすぐ農村から都市に戻ることとなった。最初は S
市隣の T 市で印刷用インキの製造工場に 18 年間従事した。その後には、S 市の小学校の勤
務部で教員として働き、定年退職を迎えた。26歳で結婚し、28 歳、29歳の時にそれぞれ男
の子を授かった。夫との結婚生活は 16年で、その後離婚した。「大きな問題というのはなく
ってね、ふつうにいい生活を送ったんだけど、私のことを理解できていないところがあった
の」とのこと。結婚した時から、日常生活の些細なことでいつも喧嘩していたという。Aさ
んは「（元夫が）我慢するということができなかったから、その分生活も大変で幸せに暮ら
したとはいえなかったと思うな。食べ物も服も節約して過ごしたわよ。以前農村に住んでい
た義理の父さんと母さんも年をとってきたから病気になったんだけどね、前よりかもお金
の余裕は少なくて、三、四十元くらいしかなかった。実家に帰るにしても、お金が足りなか
った。（義理の両親へ）お金をあげて薬を買ってあげれば自分の食べるものを節約しなけれ
ばいけないわけね。私の人生の中で、30 歳前後だけは、とってもお金のストレスがあった。
自分の親もいたし、子供もいた、彼ら（義理の両親）は病気だった。（元夫と）一緒に 16年
間暮らしたけど、離婚してから生活は良くなったわね。子供には、私の部屋をあげて、仕事
では、B市に行ったわ」と最初の結婚生活とその終焉を話した。 
 離婚した 8年後には、友人の紹介で、再婚相手と出会った。Aさんは二人の初対面を次の
ように話した。「あの時にはね、私もこんなに太ってもないし、また背中も腰も曲がっても
いなかったわよ。その時はとてもファッショナブルだったから、彼は私を気に入ると思った
わね。……（中略）彼は非常に元気ですばらしい人に見えたし、老けてなくて、私より見た
目が良い感じだったわ。かっこよかったから、15 歳も年上だと聞いていたけど。彼の世話
をしながら一緒に年を重ねていけると思った。だけど、婚姻届けを出した時に、私より 22
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歳年上だとわかったの（笑い）」。 
二人は 2017年 4月に夫が亡くなるまでの 19年仲良く一緒に過ごした。「彼（夫）は血圧
が 200 以上に達して、脳出血のリスクが高まったけど、緊急措置をしてもらって落ち着い
た。その日からは、私はおまるを彼に使ってもらうようにしたの。年を取ると夜に起きたと
きに良く倒れるというからね」と話した。他にも再婚の夫との関りは、その思い出は豊かに
表現された。例えば「教養がある」「歌うことも、踊ることもできた」「タバコも吸わない、
お酒も飲まなかった」という夫の特徴を話し、「私たちはお互いを本当に愛していたの」と
語っていた。老後生活の豊かさは、人生全体を幸せといえる一つの鍵になっているようだ。 
  ② 施設での生活 
   1）〔入所の経緯〕 
 Aさんは全部で四つの施設に入所したことがある。夫と再婚した初年に、二人で D省で新
しいマンションを買ったが、初年度に暖房を用意をしなかったら冬を越すことができなか
った。それを理由に、二人は施設に避難した。しかし、次年度の春にはその施設から退所し
た。 
 その後には、Aさんは糖尿病があり、息子のところに引っ越したが、息子の家は６階にあ
って、エレベーターもないし、高齢者にとっては毎日の階段昇降はとても不便であったため、
再び施設入所した。数ヶ月入所したが、医療保険が自分の戸籍所在地にしか使えないという
制度の関係で、S市の施設に移転した。しかし、ここの生活環境は Aさんにとっては良くな
かったという。「前の施設にいた時には、16人が一つの部屋に住んでいた。トイレで用を足
す人もいれば、ズボンの中に排便してしまう人もいたわ。トイレが空かないからといって
ね」。 
 そして、今の施設が開業する話を聞き、開業二日前に、我慢できないからといって入所さ
せてもらったとのことだ。 
   2）〔現在の生活〕 
 Aさんは現在の生活に関して非常に満足しているということだ。 
 Aさんの満足は、主に食事、職員の態度と日常活動は三つの方面からなる。まず、食事に
関しては、今の施設の朝昼晩の３食が提供され、料理の種類も多く「毎食少なくとも料理 4
品とスープ 1品用意してくれているんだから、食事はいいといえると思う。ここはほかのと
ころみたいに、食べ物を買いにわざわざ外に出なくていいの。そうすれば小遣いも節約でき
るでしょ」とのこと。また、食べたいものがあれば、直接食堂に依頼すれば作ってくれ、ス
イカ、桃、バナナなど果物も欠かさずにある。Aさんは「思いもつかないことばっかりだし、
できないことなんかないんじゃない？」と話した。 
 職員のサービスについては、A さんは「ここの職員たちはとてもやさしくて自分の父母を
みるみたいに、対応してくれて、私だったら、両親にだって、こんなにもよくできないわね。
職員の態度が良くて、それは、どの施設もここと比べようもないわ。院長先生は、私たちみ
んなを、親族でなくたって親族より親しくしてくれて、私たちになにが願いがあれば、絶対
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に満足させてくれるのよ」と語られた。 
そして、A さんは夫が亡くなった時のことを思い出して、次のように話した。「今年 4 月
に、夫は突然に心筋梗塞を起こして、緊急処置をしたけど亡くなったわ。91 歳で、年だし
ね。夫が亡くなった時、施設はほうり出したりしないで、服を着せて、体を拭いて身を整え
てくれたの。死亡診断書も彼ら（施設の職員たち）が病院に行ってもらってきてくれたの。
その時私は施設の中にいて、息子と娘が来た時には夜だった。……（中略）（施設は）よく
手配してくれたなって思うの。本当に感謝している。言葉で表現することができないほどね。
この話しは軽く話せているけど、本当は、こういうことをやるのはとても難しいことだと思
うの。若い先生もお年寄りの先生も院長も見てるだけでなくて、みんなが一緒にやっていた。
数十分もの間、多くの人で体をきれいに拭いて、服もきちんと整えてくれたの」 
 施設は病院と併設してて、何かあれば医師がすぐに対応できる環境に、Aさんは「とても
安心」とのことだ。 
 また日常的な活動について、時々施設の高齢者たちが一同に集い、自分の特技を衆目に披
露することがある。「みんなも一緒で、お互いの特技を楽しんでいるの。例えば詩歌を朗読
したり、ストーリーを語ったりしたら、みんなも演じる。ここでは本当に幸せ！みんなの関
係もとても良いと思うわ。昼間はトランプをして、マージャンをする。マージャンのテーブ
ルやトランプをするテーブルも何台も揃っているし。家でいるだけなのはと全然違う。家に
いたって自分ひとりだけだったら、寂しいよ」と今の生活を語った。 
 インタビューの間に話題ごとに語られた時間の面からは、施設内の生活についてはとて
も濃密に語られていた。それに加えて、「本当に幸せだ」「うれしい」「寝る時も嬉しくて目
覚める。幸せに、楽しく過ごしているから」「昔の皇帝よりも幸せ」といった感情のこもっ
た笑いや、真剣な顔を交えた表情の変化、ジェスチャーを添えたリアルでダイナミックな語
り方は、今が充実していることを示しているといえよう。 
 
2 Bさんのライフストーリー 
 
対象者 B 
年齢 78 
性別 男 
入所年数 4年 
施設と費用 私立・1200元/月 
インタビュ
ー回数・時
間 
2回・133分 
家族背景 妻：健在、子：3人 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
 「（中国）建国前、祖国は苦難に満ちて、生活が最も苦しい時だったし、最も揺れ動いて
いる時期だった」と自分の出世の年 1939 年のことを、B さんはこう述べた。遼寧省で生ま
れたが、1歳の時、日中戦争が開戦した。Bさんの父は六人兄弟の末で、兵隊にならないよ
うに分家し、吉林省 S市にいる親戚のところに引っ越した。父の手は障害があったので、あ
まり耕作はできなかった。S市は北朝鮮と近く、当時の北朝鮮は日本の軍隊の占領下であり、
中国より景気が良かった。そこで、父は鴨緑江3辺で朝鮮を相手に密輸を行いその儲けで、
自分の土地を買った。しかし、「政策というのが全然わからなかったみたいで、土地は買っ
                                                   
3中国東北部と北朝鮮との国境となっている川である。 
経済状況 良好（退職金・2500元/月） 
健康状況 高血圧 
過去の仕事 54歳まで炭鉱会社で勤務 
生活史の概
要 
〔幼少期〕 
・1939年遼寧省で出生したが、すぐ吉林省に引越しした。 
・9歳の時、中国では土地改革があって、地主と評定されなかったため、家族と一緒に
北朝鮮に引越しした。 
・1952年朝鮮戦争が終わって、中国へ帰還。 
〔就職〕 
・中学校卒業後、アルバイトとして鉱山での労働に従事。 
・1963年まで、6回転勤した。 
・その後、化学工場の労働に従事 
〔結婚・育児〕 
・24歳で結婚。 
・子供は現在 3人。4人いたが、末息子は出生時より時肺炎があり、3歳で死去。。 
〔定年後〕 
・1993年に退職後は、2013 年まで、二番目の娘と一緒に生活した。 
・2013年には、自分も妻も病気があり、子供たちの負担になることを避け養老院に入
った。 
〔施設での生活〕 
・従業員たちは高齢者の面倒をよくみてくれている。高齢者を自分の親のように思っ
てくれていると感じている。 
・子供たちは、みんな良い仕事についているので、今もう心配することがない。 
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たけど、2年目に土地改革4があった。だから何も得ないで、その土地は国にあげたようなも
んだ」との帰結となる。その後、地主に評定されれば、批判を受ける可能性があるというこ
とで、1948年に北朝鮮へ逃亡することになった。 
 北朝鮮での住まいは、中国人戸数も 30 余数あり、中国人学校もあった。B さんは小学 1
年から 3年まで、そこで就学した。 
1952年の冬には、朝鮮戦争が終わり、中国に帰還。その過程について、Bさんは中国政府
のことを褒めている。「あの時私達は朝鮮から帰って来たんだけど、橋を過ぎたときにね、
中国軍が迎えにきていて、住むところも全部準備してくれたんだ。……（中略）そこで 2週
間ぐらい住んだ。食事もいいし、とても良い生活だった。やっぱり政府は自分の人民を考え
てくれてるね」とのことだ。 
中国帰還後は、3年間小学校に行き卒業し、16歳からは就職した。 
   2）〔就職・結婚・育児〕 
 最初の職場は炭鉱でのアルバイトとして従事した。その後、洗炭する工場が正社員が募集
していたので B さんは応募する。「応募した人は 250 人ぐらいいたけど、最終合格は 50 人
しかいないよ！会社は力を見るんだ。私はその時 20歳ぐらいで、体格が一番良かったから
ね！」と B さんは強い調子で話した。新しく雇用された若い労働者はすべて地下に配置さ
れ、大工となった。その時の労働者たちの給料は良かったという。Bさんは、「毛主席はね、
労働者を幹部や管理職の人より重視していたんだよ。一級の労働者ってことになれば、給料
はもう管理職より毎月 3元、４元ぐらい高くて、その時４元は一人一か月の生活費ぐらいだ
ったよ。で、私たち地下に入る労働者は最初から４級労働者っていって、給料はもっと高か
ったんだ。今は給料が逆さまになったね。あの時は、みんな労働者になりたいといってたよ。
技術がある労働者となれば給料はもっと高かったね」と話した。 
 1957年の時、B さんは技術のことを学びたいと思い、給料が下がるが将来のためにと、再
び転職した。鋼鉄工場で 20ヶ月研修し、Bさんは小学校を出ているので、5級労働者になる
ことができた。「その時は毎月の給料が 63元になったよ！（笑う）。研修の時にはね、毎月
18 元しかもらえなかったけど」と自分のことを誇らしく語っている。「でも 1960 年に、政
策により鋼鉄工場は急に生産を停止した。劉少奇の政策だね。毛主席は大躍進後、一線を退
いて、劉少奇と鄧小平に 10年ほど任せたんだ。劉少奇は“閉鎖・操業停止・合併・生産転
換”を考えていたから、通化鋼鉄工場は急に生産を停止したんだ」と時代の背景を話した。
B さんは仕方なく転勤となり、山奥の道路の改修工事に配属された。猛暑の中 2ヶ月間働い
ても、給料は 33 元しかもらえなかった。 
 生活が苦しくなり、以前の洗炭工場に戻ることになる。家からとても遠かったが、毎日歩
いて通勤した。「いくつも山を越えなければならない。8ｋｍもある。出勤時間もシフト制で
夜に出勤することもあった。夜に大雨が降っていて傘をさしても仕方がない時には、しゃが
                                                   
4中華人民共和国で１９５０年に出された地主制度の廃止法。中華人民共和国の成立後の１
９５０年、全国的に地主的土地所有を一掃する土地改革のために制定した者。 
15 
 
み込んで、雨が少し弱まったらまた行くなんてこともあったな。8時に出勤するけど、7時
には必ずついて、毛主席の語録を読んでいた。勤務する前に、政治、生産、やいろんなルー
ルとかを勉強していたんだ。0 時入りの夜勤の時でさえ学ばなければならなくて、夜の 11
時にはついてたね。今みたいに仕事の始まりが 8時半なんて絶対ないよ」と当時の辛さを語
った。 
 その後は転勤もなく、退職まで同じの職場であった。24 歳の時に結婚。子供は 4 人生ま
れたが、末息子は生まれた時から肺炎を患っており、3歳で死去した。 
 Bさんは自分の仕事に対していつも誇りをもっていた。労働者として「私しかできない仕
事」、「給料はほかの人より高かった」などの言葉を何度も繰り返し自慢した。一方、婚姻の
ことや子供についてはあまり語ろうとはしなかった。 
  ② 施設での生活 
   1）〔入所の経緯〕 
 2000年に退職し二番目の娘と同居し 13年半暮らし、幼少期の孫の面倒をみた。 
Bさんも妻も病気を抱えるようになった。Bさんは前立腺に病気を患い手術後も後遺症が
あり、常時失禁するようになった。毎日不快な気持ちだったという。その時妻も軽い脳梗塞
を発症し、足には骨棘があり病院に行っても治らず、毎日痛みを感じていた。その頃のこと
を B さんは「11 月になると寒くなるので、二人とも外に出られない。以前は、子供たちが
食材とかを買い、私たちはご飯を作ってあげれば、彼らは仕事から帰ってきたらすぐあった
かいご飯を食べれたけど、その時二人とも病気があったので、逆に彼らは私たちの面倒みな
ければならなくなった。娘も婿さんも仕事で忙しいのに、どうしたって二人は仕事から帰っ
てからご飯を作らなければいけなかった」と、自分の娘と婿に迷惑をかけていたことを辛い
思い出として話している。 
 「妻と二人で散歩していたとき、開業したばかりの敬老院のチラシを見たんだ。敬老院に
入れば、子供たちの負担も減るだろうと考えたので、その日のうちに見学した。その時ここ
はまだ 8人しかいなかった。環境もとてもいいし、静かに暮らせると思ったので、その日に
もう入ることを決めたよ」。 
 しかし、家に帰り、子供たちに施設に入りたいと言うと皆反対した。「娘は『私たちに何
か不足なところがある？』って泣きながら言ったよ。息子は隣の都市で仕事しているけど、
『うちに来なよ、私がご飯を作ってあげるから』って言ってたね」と Bさんは笑みを浮かべ
ながら話した。「でも、私たちいろいろ考えて、自分の兄弟たちもみんなここ（B 市）にい
るし、二人の娘もここ（B市）だから、あまり隣の市には行きたくない。やっぱり敬老院が
一番いいんだと思ったんだよ」その後、子供たちに自分の考えを伝え、一緒に施設も見学し
2 週間後、今の施設に入ることとなった。 
   2）〔現在の生活〕 
 今の生活について Bさんは「悪くない」と語った。「ここに来てよかった。食事も満足し
ているし、院長や職員たちはみんな心をこもったサービスをしている。生活は幸せだね」と
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話している。ご飯は毎日提供されるので、「毎日いろんな食材を買って、違う料理をするこ
とは考えなくてもいい」Bさんは、あっさりした料理が好きだというが、施設の料理は油っ
こいものが多いという。しかし、「施設に人が多くて、みんな好きなものがそれぞれなので、
しょうがない」とＢさんは言う。 
職員たちはみんなとても親切で、高齢者を自分の親のように世話していると感じている。
また、洗濯は施設で一括して行ってもくれるが、自分用の小さい洗濯機を買った。Ｂさんは
「できれば他人に負担になりたくないからなあ」と話している。 
 現在の生活に対して、不満なことはほぼないと言う。B さんは、「今はないね。心配する
ことがない。今子供たちも退職していて、みんな退職金がある。少ないけど、生活するには
十分だ。長女は以前には毎月千元しかもらえなかったみたい。本当に辛かったなあ。今はだ
んだん退職金が上がってきて、本当にうれしいことだよ。今はなにも心配していない。毎日
遊びしかやることがない」と子供たちのことを話した。自分の子供たちも孫たちも仕事があ
るが、週末に施設に面会に来てくれ、数カ月に一度は、Bさんと妻を自分の家に迎えてくれ
て、一緒に旅行することもある。「来週も一緒に息子のところに行って、海を見に行くよ」
と嬉しそうに話している。 
 Bさんは、このインタビュー全体を振り返って、「現在は、この国の一番幸せな時期だよ。
習近平政権のこの 5年間は中国の発展スピードはとても早かった。……（中略）本当にいい
ことだね。私たちが子供の頃の生活はやっぱり辛かった。生活の保障もなくて、ご飯も食べ
れないし、でもその時はしょうがないね、国はそういう状況だった。…（中略）だから、私
は共産党には感謝している。1949 年に建国して、貧乏な家庭に生まれた子供たちも学校に
行ける。国は絶対もっともっと強くなる。前はお腹いっぱいになれば、なんでも食べていた。
だけど、今は自分が好きなものだけが食べられる。だから、私は今の生活に対して本当に満
足しているんだ」と国や共産党に対して感謝の気持ちを表した。 
 
3 Cさんのライフストーリー 
 
対象者 C 
年齢 78 
性別 女 
入所年数 0年４ヶ月 
施設と費用 私立・1600元/月 
インタビュー回
数・時間 
2回・120分 
家族背景 夫：死去、子：4人 
経済状況 良好(退職金・2200元/月) 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
 C さんは 1939 年に S 市で出生した。身長が高く体つきも良く、母は学校に行くより、家
で耕作をやるほうがいいと思った。しかし、「私はどうしても学校に行きたかったの。文化、
知識がないと絶対お金を稼げないと思った」とのＣさんの意向により学校にいくことはで
きたが、耕作が忙しい時には手伝わなければならなかった。「耕作が終われば、こっそり自
分のカバンを持って、学校に行ったわ。田畑にやることが残っていれば、母が怒る前に、学
校から戻って、田畑を耕して、農作物を植えて、トウモロコシ、大豆を磨く［磨くの動作］
とか、いろんなことをしたよ。勉強を第一に置くことは絶対できなかったからね」と語った。 
 自分の母のことを話しだすと、C さんは朝鮮戦争時のことを思い出した。「飛行機は、ト
ウモロコシよりちょっと高いところをシューっと飛びかっていたからね。怖かったよ。うち
は私とお兄さん、子供が二人しかいなかったから、飛行機が来ると、母は私たち二人を連れ
て、村の外に逃げたの。爆弾が落ちてくると、母は間に合わないと思って、私とお兄さんを
自分の体の下に保護したの」と母への感謝を語ったが、その時、家屋は爆弾で破壊されてし
健康状況 心臓病、白内障、糖尿病 
過去の仕事 25歳まで教師、その後は百貨店の党委員会書記 
生活史の概要 〔幼少期〕 
・1939年日本統治下の S市で出生。 
・1950年朝鮮戦争の時、爆弾で家が爆破される。 
〔就職〕 
・中学校 2 年の時、成績が良かったので、小学校の先生になった。しかし、学長
が生徒にセクハラすることを告発したことから学校を解雇された。 
・工場で 3年間会計の仕事をやって、百貨店に転勤して、党委員会書記になった。 
〔結婚・育児〕 
・25歳に結婚した。夫は列車の運転手。息子 4人を生んだ。 
〔定年後〕 
・退職後は、夫と二人暮らしをしていたが、その後夫は脊髄小脳失調症となり、
数年介護した。 
・夫が亡くなった後は息子一家と一緒に生活した。 
〔施設での生活〕 
・息子の嫁と喧嘩したことを契機に施設に入所。 
・今の生活はいいと思う。子供たち全員結婚して、仕事もある。自分の年金も毎
年上げている。若い時つらかったけど、今は幸せといえる。 
・毎日他の人と話すことができ、衣食住の全てに満足している。 
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まった。「そのあとの生活は厳しかった」とのことである。 
 こうして、Ｃさんは家で耕作を手伝ったり、戦争を経験しつつ、中学校二年まで学校で勉
強した。 
   2）〔就職・結婚・育児〕 
 中学校二年の時、学校は教師不足により、三年生から 25名を選んで教員にするというこ
とを決めた。Cさんの成績はとても良いし、家庭も経済状況がよくないことが考慮され、特
別に任用された。半年を研修を経て、小学校の先生になった。 
 しかし、小学校では 2年程度で退職することになる。その理由は、「私の性格は一本気す
ぎて嘘がつけないの。不公平なことが起きて、通報したのよ、どこ通報すべきかもわからな
いままにね。ある日、女学生 3,4人が何かをひそひそ話しいることを見て、彼らに『何があ
ったの』と聞いた。学生は『先生、私たちは怖くて喋れない』って言った。『言って、大丈
夫だよ。信じてくれない？絶対外に言わないよ』って約束した。『学長先生が、私にセクハ
ラした…』ということを聞いた」。C さんはすぐ地区の区長に通報した。しかし、区長と学
長は前から友達だったので、学長を罰しなかったばかりでなく、Cさんが通報したことも教
えたしまった。その後、学長は何度もわざと Cさんに言いがかりをつけたりしたが、1ヶ月
ほど後、学校からは解雇された。「悔しいね。でもしょうがない。その時どこでも同じだっ
たよ。その女学生たちは一番かわいそうだったね。やっと学校に行けるのに、そんなことが
あった。その時みんなお金がないので、特に女の子は 17、18歳ぐらいの子でも、まだ小学
校 5年生という人はいっぱいいるよ。でも、しょうがないね」と首を振りながら話した。C
さんは自身の「一本気すぎ」の性格として、このようなエピソードを語った。 
 その後、家でしばらく耕作に従事したが、やはり何か仕事をしたいと工場勤務をした。工
場内での仕事は大変だったとのことである。その後、以前に教師であったことから、工場の
会計を任されることになる。「その時は、全然会計のことが分からなかった。でも私独学し
たの。会計の仕事が終われば、また外で工場の仕事をしたわ。こうして約三年間仕事して、
共産党に加入した！」と自分が共産党に加入した契機を話した。入党すると、仕事が認めら
れ、直ちに百貨店に転勤し、党委員会書記になった。 
 1963年、Cさんは 24歳の時に結婚した。その頃は、結婚式ではなく旅行結婚が流行って
いた。「実はお金の節約のためよ［笑う］」山東省の夫の実家に一回帰って、結婚したとみな
されるのね。夫の実家に行くと、お義母さんは新しい布団を出してきたけど、敷布団は古い
ものだった。お義母さんは、『ごめん、文句いわないで。この新しい布団を作ったら、もう
お金が無くなってしまったの。』って言って、私は『大丈夫、分かるよ。』って笑いながら返
事した」と結婚時のエピソードを語った。「みんなお金がなかったよね、その時は。私は本
当に文句とか何にもない。家々が全部その感じなので。二人とも結婚して一緒に生活したい
から」と C さんは話す。Ｃさんの性格の楽観さや、やさしさが表現されるエピソードであ
る。その後、Cさんは息子を四人生んだ。 
  ② 施設での生活 
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   1）〔入所の経緯〕 
 退職した後は、夫と二人暮らしとなった。「特に何もやらなかった。ほぼ毎日家にいた」
しかし、夫は脊髄小脳失調症を患い、ご飯も自分で食べれなかった。「毎日彼を介護した。
毎日夜に何回もオムツを変えた。彼はその時には何もわからなくなっていた」ということで
ある。Ｃさんは夫を数年介護して、亡くなった後には、末息子の一家と一緒に暮らすことと
なった。 
 しかし、息子との同居に対して嫁は不満があった。「（嫁は）毎日不満を言う。私は何もし
なかったよ。彼女は、多分何か聞いたのかな。帰ると私に怒る。お皿を持って、ちゃんと机
の上に置くんでなくって、［パタパタはたく］落として壊すと、それを私のせいしたりする
のよ。こんなの普通の人とは言えないね。全部心の中にしまって黙っていても苦しい［手を
振る］」とお嫁さんとのやり取りの一端を話した。 
 その日に、一人きりで家から出で、施設に入ることを決めた。「最初は息子も反対した。
だけど反対しても入る。きっぱりしていた。私は給料もあるし、養老院に入れる。毎日彼女
の顔色を見る必要なんてないでしょう？」と話した。 
   2）〔現在の生活〕 
 C さんに現在の生活を聞いたら、「今の生活はいいね、あまり嫌なこともないし、うれし
い」と答えた。毎食の料理 3、4 種類が提供され、衣食住の全部が満足とのことだ。院長、
職員たちもみんなニコニコして、とても親切にしてくれるという。 
 Cさんは以前から白内障により視力障害がある。一度手術を受け、片目だけ治療を受けた。
「息子と一緒に病院に行ったの。とても緊張したよ。手に汗かいたよ。でも実際は全然痛く
なかった。［笑う］音も聞こえるけど、全然痛くなかった。すごいよね。やったらすぐ治っ
た。息子はもう一つの目も手術やろうよって言うけど、いいや。もうやらなくてもいい。こ
の一つだけで十分だ。もうすぐ八十歳になるから」と語った。 
 目が悪くてマージャンなどはできないので、Cさんは周りの人と世間話が日課となってい
る。あるいは、部屋に座って、ぼんやり周りを見るしかないこともある。「確かにあまりや
ることがないよ」とＣさんは言う。時間が沢山あるため、若い時のことは時々思い起こすと
いう。「たまにベッドに横になると、この世界で一番いいことってなんだろうと考えると、
やっぱり共産党が母のように一番いいなとおもうの。子供の頃は確かに苦しかったけど、そ
の後は幸せになったね。でも母は本当にずっと苦しかったと思う。毎日ご飯を食べる時、母
を思い起こす。……（中略）母は亡くなる前に、妹と一緒に暮らした。最期の時には、私が
横に行くと、母は、『卵を食べたい、一つでいいから卵を食べたい』って私に言ったの。庭
に雌鶏がいっぱいいるよ。［涙を拭く］どうして一つの卵も上げないのだろう。…（中略）
毎回母を思い起こすとき、申し訳なく思う」 
 三番目の息子は大連で仕事しているので、先日大連に行ったそうだ。Ｃさんは息子の話を
するときには、誇らしい表情をした。「彼（三番目の息子）は列車の運転手だ。ラサ5に行け
                                                   
5 チベット自治区の区都 
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ば、一週間ぐらいかかる。とても忙しい。でも一番いい子。彼の家に 2 週間ぐらい住んで
も、喧嘩したこともないし、責めることもなかった」だから、Cさんは本当は S市に戻りた
くなかったようである。しかし、息子は仕事が忙しくて、Cさんを世話する時間がない。「で
もしょうがないね。彼の仕事は本当に忙しい、夜はいつも家にいない。私も自分の心臓病が
突発的に起こったら、病院に送ってくれる人もいないから不安で、ここに戻った。」、「老人
が子どもをわかってやるべきだ」とＣさんは言う。 
現在の施設の費用は毎月 1600 元（約 27000 円）とのことである。C さんの退職金として
毎月 2200元をもらえる。「毎月余っているよ。退職金もほぼ毎年上がっている。今年も 100
元ぐらい上がった。だから共産党はいいね。給料は生活するのに困らない金額。今孫たちは
大学に行って、子供たちは一番大変な時だよ。だから、子供たちからは何もいらない」と話
した。 
 
4 Dさんのライフストーリー 
 
対象者 D 
年齢 70 
性別 男 
入所年数 10年 
施設と費用 公立・900元/月 
インタビュー回
数・時間 
1回、80分 
家族背景 妻健在、子3人 
経済状況 優秀（退職金・5000元/月） 
健康状況 良好 
過去の仕事 公務員 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
 1947年 S市で生まれた。父は建国前の党員なので、S市で声望がある人だったという。幼
少より、父の教育はとても厳しく、正直さや、信用の重要さをいつも聞かされた。「必ず真
面目に勉強しなければならない。自分のために、将来は国のために勉強する。私たちはいつ
もこんな教育を受けていた」そうした家庭で成長した Dさんは、その時代にしては珍しく、
7 歳で小学校に行った。 
 中学校の時には、学校が遠く、寮に住むことになった。「その時は苦しかったね。夏は熱
くて、冬はとても寒かったな。でも、まだ若いので、苦しくても気にかけない。最初は両親
生活史の概要 〔幼少期〕 
・1947年 S市で出生。 
・兄弟は 10人おり、父は教育を重視していた。 
・高校を卒業した時、文化大革命のため、農村に 6ヶ月に行く。その時期に大
学一年の課程を独学で勉強した。 
〔就職〕 
・帰って、最初は中学校で半年ぐらい代理教員をやった。 
・その後、副区長の秘書になり、政府内で 20年間仕事した。 
〔結婚・育児〕 
・子供が 3人おり、いずれも仕事をしている。 
〔施設での生活〕 
・2008年に退職。医者である妻は、「今までずっと忙しかったので、急にやる
ことがなくなれば絶対病気になる」と聞き、急いで養老院に入った。 
・妻は自宅で老年大学で勉強していて、週 2 回ぐらい養老院に来る。自分も
時々自宅に戻って、何日か過ごす。 
・毎日テレビを見るとか、スマホで友達と話すとか、毎日満足し、充実して過
ごしている。 
・施設外のことは全然気にしていない。家に何があっても家族も話してないと
思う。自分のことだけ考えている。 
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に会いたかったけど、一ヶ月後には全然家に帰りたくなかったな。［笑う］週末も家に帰ず
に、友達の家に遊びに行ってたよ」と Dさんは中学時代のことを回想する。 
 高校では、毎週蒸しパンが出されたが、Dさんはいつも食べずに、週末に家に持って帰っ
ていた。「（蒸しパンを）食べたいよね。でもしょうがない。長男だから。土曜日になると、
弟は駅で私が帰るの待っていた［笑う］」。 
 1968年に高校を卒業した頃、文化大革命が始まった。Dさんはどうしても大学に入りたい
ため、高校の時に独学で大学一年の課程はすべて済ましてしまった。しかし、高校卒業時、
には全国大学入学試験は開催されなかった。Dさんは仕方なく農村に行くこととした。農村
で半年ぐらいの生活をしたが、自分が長男であり、弟もみんな家にいないので、申請して、
S 市に戻ることとなった。 
 「私の一生は総じていえば、順調に進んでいた。一番いいところは、ちゃんと教育を受け
られたことだった」とＤさんは語る。 
   2）〔就職・結婚・育児〕 
 Dさんは自分の仕事についてはとても自信を持って話す。 
 1969年に農村から S市に戻って、1986 年まで、この 17年間に 7回転勤、転職をした。教
員の研修生から教師になり、国文教師チームのリーダー、また全市教育部6で教師の研修を
管理する職に就いた。そして町の歴史の編纂に携わり、二年間編集長をした。その後にはま
た学校に戻り、生徒監になった。 
 1986年に偶然に学生時代の先生と会った縁から、Dさんは区長に紹介された。「ちょうど
その時全区の教育工作会議があって、原稿を私が書いていた。区長は原稿のことを聞いて、
すぐ私を秘書にすることを決めた。［笑う］区長は職に就いて一年経っていたけど、お目が
高い人だったからなかなか秘書が決まらない。だけど私を見たらすぐ決めたよ」と誇らしく
語った。ということで、Dさんは教育の仕事から政府内での仕事をすることになった。 
 以下は政府の仕事を語った一部分である。 
 「その時、区長、副区長は全部で 7人。でも秘書は 6人しかいなかった。だから私は一人
で二人分の仕事を担当した。それだけじゃなくて、他の副区長も時々、私に仕事を任せたな。
なぜなら、私は学ぶことが大好きて、人の心理を考えることも好きだったから。区長たちは
どういう性格か、何が好きとか、全部考えた。誰が何を好むかってことがわかれば、私はそ
れに沿って、原稿を書いたよ。その時本当に疲れたけどね」。 
 D さんは政府で退職まで 20 年ぐらい仕事をした。「暇な時間はなかった。時間があれば、
資料とか、新聞を読んでたからね」と話した。 
 仕事は大変だったけど、それに対する恩恵もあった。「子供たちの仕事は私が知らないう
ちに全部ちゃんと手配してくれたよ。［笑う］みんなとてもいい職場に入った。前は息子の
嫁の会社は家まで遠かったけど、今は転勤して、近くで仕事している」と子供のことを話し
た。「とても満足しているよ。幸せだな。私は共産党に感謝しなければならない。こんなに
                                                   
6日本の文部科学省にあたる 
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いい機会をもらって、自分の力を全部尽くした。だから、今もすごくいい報酬をもらってる
［笑う］」。 
 D さんは自分の生活を回想すると、「順調」、「経歴は本当に快調だった」、「ほかの人は苦
しかったかもしれないけど、私はほぼなかった」など自分の生活が恵まれていたという認識
を表した。 
  ② 施設での生活 
   1）〔入所の経緯〕 
 Dさんは退職した後にすぐ施設に入所した。その理由に関して、Dさんは「私は若い時か
ら、毎日緊張した生活を過ごしたので、急に暇になると、すぐに体調を崩した。あまり興味
があることもないし、性格もすこし偏屈だから、遊ぶということができない。妻は医者だか
ら、彼女はそういうことが分かる。それで、妻は私と一緒にここに入って、毎日朝に 40分
ほどダンスをした。最初は全然できなかったけど、妻が少しずつ教えてくれたよ。今ダンス
は結構いいね。［笑う］それに、全身マッサージも毎日 2回もしてくれた。それで体がだん
だん良くなった」と説明した。施設の中では、毎日何時に何をするとを決められているので、
D さんに対してよい環境といえるかもしれない。 
   2）〔現在の生活〕 
 現在 Dさんは毎日施設でテレビを見て、体を鍛えて、スマホで友人と連絡をとっている。
「今の生活はとても充実して、いいよね。全然心配することがないね。家に何かあっても、
家族たちも私に知らせることもない。彼らは自分で解決できる。息子は『父さんは前から考
えることが多すぎるよ。今一番重要なことは健康だよ』って私に言う。子供たちはみんな孝
行してくれている。だから、毎日楽しい」と話した。 
 妻は今は施設ではなくて、家に戻っている。しかし、週 3,4回ほど Dさんに会いに来る。
「彼女は今老人大学で勉強している。書道や、絵を描いている。たまに書道で分からないこ
とがあると、私に聞いてくるよ。あなた（インタビュワー）は知らないかもしれないけど、
私の書は S市でとても評判がいいんだよ［笑う］」と誇るように話す。 
 施設入所時には、「夜も眠れないし、昼間もちゃんと休めない。周りの人はみんな私がす
ぐ死ぬと思っていた」状況から、現在の「歌うのも、踊るのもなんでもできる。毎日楽しい」
と言うまでに Dさんは「ここに入ったのは本当に正しい選択だ」と結論した。退職金は毎月
5000元（約 8万円）をもらえるので、経済的な問題も全くないという。 
 Ｄさんは自分の人生を振り返って、「この一生は悔しいこともなかったし、後悔している
こともない。この一生を満足している。私の時代の人たちはみんな自分の生活に対して、期
待が高くない。すごくお金持ちになりたいということや、高い地位、大きな権力、全部いら
ない。仕事が順調で、家庭円満だったら、もうとても幸せだよ」と Dさんは「幸せ」になる
ための考え方を話してくれた。「普段はあまり若い時のことを振り返ってないけど、今日は
昔のことを振り返って、とても感動した。また、今の生活に対してもっと満足を感じた。あ
りがとうね」とインタビューの感想を語った。 
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5 Eさんのライフストーリー 
 
 
  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
対象者 E 
年齢 80 
性別 女 
入所年数 0年 2ヶ月 
施設と費用 公立・530元/月 
インタビュー回
数・時間 
1回・88分 
家族背景 夫：他界、子：5人 
経済状況 困窮している（最低生活保障金） 
健康状況 視力障害 
過去の仕事 75歳まで農業 
生活史の概要 〔幼少期〕 
・1937年山東省で出生。 
・数か月だけ学校に行くも、ほぼ毎日農業に従事していた。 
〔結婚・育児〕 
・21歳の時に結婚のため、吉林省 S市へ。子供を 5人産んだ。 
・長女には軽度の知的障害がある。 
〔施設での生活〕 
・前に 2 回施設に入ったことがあるが、入所したくなかったため、すぐ家に戻っ
た。 
・今回は子供たちが事前にお金を支払ってしまったので、仕方なく入所している。
今の料金は子供たち 3人分担している。自分は社会保障金をもらっている。 
・子供たちが週 1回ぐらい来る。前日に息子と曾孫が会いに来て、うれしかった。 
・話が好きだが、話す人がいないので、寂しい。やっぱり自宅のほうがいい。 
・あまりうれしいことがない。孫は毎日マージャンのことばかり考えている、全
然会いに来てない。 
・80歳を超えて、今早く死にたい。 
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   １）〔幼少期〕 
 E さんは 1937 年に山東省で出生した。両親は農家を営んでおり、E さんは幼少時より親
の農作業を手伝っていた。「子供の時から、毎日母と一緒に家にいて、何もわからなくて、
そのまま過ごした」と自分の子供時代を述べた。子供でも農作業は全部できた。「子どもの
時から、母と一緒に機を織った。まだ小さかったから、まじめにやりたくなかった。でも糸
が太くなったら、母は棒で一回打って、次に細くなりすぎても、もう一回打つ。叩かれなが
ら、織ることも覚えた。そういう経験は面白かったな」と話した。 
 家は貧乏だったんで、学校は数カ月しか行けなかった。 
   3）〔就職・結婚・育児〕 
 実家で 21歳まで生活した後、結婚のため母と一緒に山東省から、吉林省 S市に移住した。
その後の生活は、夫と一緒に農業に従事した。E さんは夫について、「彼も農業をやったけ
ど、18 歳の時入党した臆病者だよ。ルール違反になるかもしれないことは一切やらない。
一人子政策の時は、うちの一番小さい子は 8歳だったよ。私は不妊手術を受けなくてもいい
よと思ったけど、彼は党員だから、他の人から陰口をたたかれるかもしれないと考えて、や
らされた」と夫のことを語った。 
 E さんは「やり手」、「くじけない」と自分のことを表現する。店舗を持っていなくても、
野菜が収穫されれば、自由市場に行って、売りさばいた。Ｅさんは、「市場に行かなきゃ無
理だよ。しょうがない。子供たちを学校にいかせなければならないよ。…（中略）ある日雨
がどしゃ降りになっているけど、子供三人と一緒に山に行って、山野菜を摘み取った。でも
市場に行って、それは売ってはいけないというんだ。その日は本当に怒ったよ。私は力を出
して、『子供を育てるためだ。何にも怖くないぞ』といったよ。最後は向こうが妥協してく
れた。……（中略）夫は全然考えてくれてないよ。お金は全部私、そういう感じて少しずつ
稼いだんだ」と話した。 
 Ｅさんは「よくお金を使う」というエピソードも語った。「若い時からやり手だったよ、
だからお金を稼げるし、お金もよく使った。……（中略）今もよくお金を使う。子供たちか
らは使いすぎって言われる。でもこの使い方にもう慣れた。使える時間はもうはあまりない
よ［笑う］」と子供たちの自分に対する態度を話した。 
 Eさんは子供が 5人がいる。娘 2人と息子 3人がいる。長女は軽度の知的障害があり、次
男は「人とあまり話したくない」性格から、未婚だという。 
  ②施設での生活 
   1）〔入所の経由〕 
 Eさんは施設に入所したくはなかったという。「前は老人ホームに 2回入ったことがある。
どっちも、何日かだけ住んで、こっそり自分の家に帰ったよ。今回は子供たちが一度に半年
分のお金を払ってしまったのよ。『もう勝手に家に戻らないでよ、帰っても世話できる人が
いないからね。』って言われて、しょうがなくて、住んでいるんだ」と話す。 
 入所の理由は、「今子供たちもみんな結婚しているし、私のことはもういらないんでしょ。
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だからこっちに送ったのよ。住みたくない。でもしょうがない」と悲観的な気持ちもって語
った。 
   2）〔現在の生活〕 
 現在施設の生活に関して、Eさんは「うれしくないね。まあ、この年齢になって、毎日な
んにもしないで過ごす。いつか息を引き取れば、それで終わり」と話した。 
 食事は自分で食堂で買って食べる。毎月 200元（約 3500円）も使わない。たまに食べた
いものがあれば、職員にお金を渡して、外で買ってもらう。「少し高くてもいい、食べるこ
とが好きだから。食堂のご飯は、好きなものがある時ちゃんと食べれるけど、自分の口に合
わない時にはお腹がへってしまうんだわ」と語った。 
 Eさんは「人と話すことが大好き」という。自分の家に住んでいた時には友人は多く、近
所の人とほぼ毎日マージャンやトランプをしていた。施設に入所後は、「あまり友達がいな
い」といい、寂しさを感じているという。「近所の友達は時々ここに来て、私と会ってくれ
る。今日も一人来たわ。今日は食堂に餃子があったので、一緒にごはんを食べたかったけど、
（友達は）その後も用事があるというので帰った。とても寂しさを感じたわね。一人が本当
に嫌なので、人が多いところに行きたいと思ってる」と話した。 
 また、息子と曾孫が一緒に面会に来てくれた時のことを話した。「私はあの子（曾孫）の
お尻を触りたいけど、あの子は触らせてくれないの。足を突っ張って、触らせなかった。彼
女（曾孫）は指を顔にこうして［滑らせる］、『恥ずかしいよ』っていってたわ。［笑う］そ
の様子を見てすごく笑ったのよ。今でもその様子を思い出すと笑えるわ［笑う］」E さんは
曾孫のことを話すと、初めて笑みがこぼれた。 
 Ｅさんは何度も、友達、息子、娘が面会に来てくれたことを話すが、「急に帰られると、
もっと寂しい気持ちになるの」「また来ると約束してくれたけど、今日も来なかった」とい
うそれぞれの話題には寂寥感が漂っている。「孫に会いたいね。本当に会いたい。どうして
来ないんでしょうね。私お金もいらないし、会うだけでもう十分満足なの。彼ら（周りの人）
は時間があれば絶対来るよって言っているけど、来ないね」と話した。 
 Eさんは今の生活を、子供たちに捨てられたと思っているかのようだ。一方で、自分のこ
こまでの生涯を振り返ると、「この一生は、自分の力でちゃんと生活したね。息子三人を育
って、みんな結婚した。全般的に言えば、とても苦しい時期もなかった。…（中略）今、こ
こに住んでいるけど、子供たちからお金をもらえるので、まあ、そんなにも悪くないね」と
自分を慰めるかのように語った。 
インタビューの中には、「自分の家のほうがいい、ここに住みたくない」、「できれば誰も
ここに入りたくないよ。でも年を取るので、しょうがない」、「80 歳になって、今は死を期
待している」、「80 歳になるよ。もう役に立たないよ」のように、否定的な言葉が繰り返さ
れることからは、今の生活に不満足なことが伺える。 
 
6 Fさんのライフストーリー 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
 冒頭、Fさんは「私はこの一生全然いいことがなかったね」と言って話し始めた。 
対象者 F 
年齢 84 
性別 女 
入所年数 11年 
施設と費用 私立・1800元/月 
インタビュー回
数・時間 
2回・156分 
家族背景 夫他界、子2人 
経済状況 優秀（退職金・2500元/月） 
健康状況 糖尿病 
過去の仕事 テレビ局で勤務 
生活史の概要 〔幼少期〕 
・1933年遼寧省瀋陽市で出生。父は軍人だった。 
・8歳の時、父は病気があって、吉林省に転勤した。小学校の時には、満洲国だっ
たため、日本語を勉強した。 
・13歳の時、父は病気で亡くなった。 
〔成人期〕 
・1951年朝鮮戦争の時、東北郵便電報局で仕事していた。 
・20歳の時に結婚。28歳の時に、夫の浮気、DVのために離婚。羞恥心から一回辞
職。しかし、その後もずっと夫と生活することになる。 
・子供は 5人いるが、娘一人は 22歳の時に自殺した。 
・50歳で退職し、やっと夫と別れた。 
〔施設での生活〕 
・その後、再婚して、一緒に 12 年を過ごした。2006 年に夫の病気のため二人一
緒に養老院に入った。その後夫は脳塞栓を発症し 2年間くらい介護した。 
・2009年に夫が亡くなる。 
・子供たちは親を養老院に入れたくないと、9か月間に娘と一緒に過ごした。 
・自分から施設に戻った。ここには個室があるので、よかった。 
・子供たちは２週間に 1回会いに来て、毎回たくさん食べ物を持ってきてくれる。 
・施設の生活は慣れた 
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 F さんは 1933 年に遼寧省「瀋陽市元帥府の隣のお部屋で出生」したという。父は孤児で
あったため小さい時から軍隊に入っていた。Fさんが 8歳の時に、父は病気のため、軍隊か
ら帰還し、税務局に勤めた。父の話をする Fさんは誇しそうに見えた。「お父さんは能力が
高かったの。両手どちらでも拳銃を使えたそうよ。小さい時、父の背中の傷跡を見て、聞け
ば、やはり戦争の時の傷跡だったわ」。 
 8歳の時に小学校に入学。その時分は、中国の東北地方は満洲国であったため、授業では、
日本語が重要だった。しかしその後、12歳で日本は負け、東北地方は中国に帰属した。「み
んな日本人に対して恨みがいっぱい貯まっていたわ。中国人は 14年間、苦難の生活を過ご
したんだもの。日本人は戦争に負けた後、すぐ日本に逃げたけど、逃げなかった人は、大体
殺された」と話した。次の年、「父は毎日漢方薬を飲んでいたけど。当時は今のような健康
検査の機械もなかったよ。ご飯とかも全然食べれなくなって。少し食べてもすぐ吐いた。今
考えれば、多分胃がんかな」Fさんの父はＦさんが 13歳の時に亡くなった。 
   2）〔就職・結婚・育児〕 
 1951年朝鮮戦争の時、Fさんは遼寧省の郵便電報局で仕事をしていた。まだ独身で、同年
に、遼寧省から吉林省 S市の北朝鮮と近い場所まで転勤し電話交換手をすることになった。
「電話交換手の仕事は複雑だよ。とても厚い電話帳が何十冊も置いてあって。電話を受ける。
相手がどこまでかけたいか、名前は何、電話番号は何、何時に電話をかけたいかなどを聞い
て、すぐに一回いくらだと、伝えなければならないからね。この仕事は、すばしっこくなく
ちゃならない。私にはその資格があったからね」と自分の仕事を説明した。  
 しかし、数年後には郵便電報局を解雇された。その理由は夫の浮気だった。Fさんは 20歳
で結婚した。夫のことを行儀がいい人だと思っていたが、夫は結婚 5年目に浮気した。子供
二人を生んでいた Fさんは「こどもたちには両親がいる家庭で育ててあげいたい」と思い、
知らないふりをしていた。夫から見ればバカなやつだ、と思われていたかもしれないとＦさ
んは言う。しかし、翌年、次男が逝去してしまう。その理由については、Fさんは何も言お
うとはしなかった。その後、2年間一緒に暮らしたが、28歳の時、ある日会社で突然に局長
を呼び掛けられた。内容は、夫が離婚を求めて、裁判所に訴え出たというものだった。 
 その際、Fさんは離婚を望まなかったが、仕方がなく、離婚に同意した。そして、離婚は
自分の責任に帰するものではないが、Fさんは羞恥心から、帰宅後直ちに荷造りして子供と
一緒に実家に戻った。「28歳だったけど、世間知らずだったわ」とその時の自分を評して述
べた。実家に戻ると、新しい仕事を探したが、戸籍がなければならないということをわかっ
た。しかし、Fさんの戸籍はまだ夫と一緒であったため、S市に帰らなくてはならなくなっ
た。郵便電報局の仕事は無断欠勤を理由に会社を解雇されていた。F さんは、「私の一生は
本当に運が悪いね、いいことがない」ともう一度話した。 
S市に帰って夫のところで戸籍を取る時、Ｆさんは何度も土下座して「子供のために、お
願い」と離婚の取り消しを求めた。再び、Fさんは夫と一緒に生活し、その後子供 4人を授
かった。 
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 「ずっと後になって、やっと彼と離婚した。十何年我慢したよ。一番末の息子が 17 歳の
時、やっとその人と離婚した」それは、50歳の時、子供たちは皆成長し、自分も退職してい
たことから、F さんは夫と離婚することを決めた。「私は自分の家に帰れなかった。なぜな
ら、彼は他の女を家に連れてくる。私が帰れば、包丁を持って私を追い払うの。61 歳の時
には、一回頸の手術をやったことがあるわ。それは彼とまだ一緒に住んでいた時、夜に彼は
私の首を絞めてきたの。鼻と口から出血したわ」とＦさんは DV の経験を話した。F さんは
こうした経験を話す時、あまり表情や、ジェスチャーもなく、タバコを吸いながら、まるで
人ごとのように淡々と話した。 
 「以前にはこれ（たばこ）は吸ってなかった。次女が 22歳の時自殺したの。その日、私
は一晩でタバコ三箱を吸ったの。その時から、タバコが始まった。あの子が死んだとき、彼
（元夫）は笑っていた。子供は邪魔だと思ったので。子供たちは全員叩いていたわ」こう話
し、F さんは悲しげな表情をした。「家事も全部私一人。ご飯を作ることから、椅子を修理
まで全部できる。私は皇帝と結婚したのかな」とＦさんは苦笑いした。 
 このような事情で、F さんは退職するまで、家に帰らずに会社に住んでいたが。退職した
後は、遼寧省の自分の実家に帰り数年を過ごした。その後、姉の紹介で再婚した。「この人
は私より 6歳年上だったけど、本当にいい人だった」とインタビューの中で、初めて“良い
話題”が出ることになる。前夫が亡くなり、Fさんは息子を S 市に迎えに行った。 
  ② 施設での生活 
   1）〔入所の経緯〕 
 再婚後、Fさんは夫と二人で数年間の生活を営むことになる。夫は若い時には政府の中級
以上の公務員であったため、退職金は高かった。「たくさんお金を持っていてね。あの人（夫）
は本当にいい人だった。あれこれ計算せずに、新しいテレビを買いたいと思えば、大体いく
らかかるけどなんて、彼と相談しても、『そんなことをあなた一人で決めてもいいよ。私に
聞かなくていい。なにか好きなものあれば買って』って私に言ってくれた。［笑う］彼は私
を信頼していたんだと思う」と夫のことを話した。 
 その後、夫は病気により、体が不自由になっていく。Fさんは数年間彼を介護したが、疲
労の日々であった。そこで、二人は相談し施設に入所することにした。「夫はここが好き、
家よりいいって話していたわ」とＦさんは話す。 
 3年後には夫が亡くなり、娘の家に行き、9ヶ月を生活したが「私一人でタクシーに乗っ
て、ここに戻った」という。 
   2）〔現在の生活〕 
 Fさんは若い時から集団生活をしていたので、施設の生活は慣れたという。施設の院長も
職員も全部自分の子供のように見えると感じている。「息子から、新鮮な果物や、おやつと
かが送られてきたら、いつも彼ら（職員）にあげているわ。長孫は今年で 38歳だよ。ここ
の職員は大体そのくらいの年だよ。だから、全部私の孫のようだ」と話した。 
 Fさんの年金は毎月大体 2500元（約 4万円）を受け取っている。施設の費用 1800元（約
30 
 
3 万円）を除いて、残りの分で自分の糖尿病の内服薬を購入している。「食べるものも、使
うものも全部足りている。満足しているね」とのことだ。「ここに入って、一回風邪を引い
たことがあるの。だけど、子供たちに迷惑をかけたくないので、誰にも言わなかった。でも
職員は息子に電話をしたの。そうしたら大変よ。［笑う］長男夫婦二人と娘夫婦二人、四人
が一緒に来て、長男夫婦は私を連れて病院に行くし、娘夫婦二人は私の荷物を全部自分の家
に運んでってしまったんだから。［笑う］…（中略）でも私は退院した後、すぐこっちに帰
ったの」と思い出し、こうした子供たちの思いやりに対して、Fさんは幸せな顔を浮かべた。 
 自らの性格について、Fさんは「楽観的」と「人に頼りたがらない」と思っている。「私は
楽観的だね。若い時いろんなことがあっても、楽観的だった。小さいことで、泣きながら子
供に電話する人とは違う。私は小さいことはあまり気にしていないけど、原理原則に基づか
ないことには、絶対妥協しない」と話した。また、「できることは全部自分でやる。ここは
洗濯をやってもらえるけど、私は自分の洗濯機を持っている。足が痛くて歩けないけど、今
は自動の車椅子を乗っているの。これで、毎日庭に自分でも行ける」と自分の自立心を表現
している。 
 Fさんは自分の老後生活は一定程度満足しているようだ。再婚した夫や子供たちの自分に
対する愛情について言及する時には、表情やジェスチャーに明らかな違いがみられた。 
 
7 Gさんのライフストーリー 
 
対象者 G 
年齢 87 
性別 女 
入所年数 7年 
施設と費用 公立・530/月 
インタビュー回
数・時間 
2回・126分 
家族背景 夫: 他界、子:5人 
経済状況 困窮（退職金・1400元/月） 
健康状況 糖尿病 
過去の仕事 工場の従業員、農業 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
 G さんは 1930 年に S 市で出生した。父母ともに農業に従事していたが、G さんは就学経
生活史の概要 〔幼少期〕 
・1930年 S市で出生。 
・家は貧しかったが、11歳まで（小学校 4年）まで勉強し日本語も勉強した。 
〔成人期〕 
・18歳の時に、親の紹介で、結婚した。娘 2人と息子 3人を授かる 
・最初は夫婦二人で野菜を販売。1951年の時、夫が国営企業に就職した。自分は工
場でアルバイトで仕事しながら、農業に従事した。65歳まで、工場勤務を継続した。 
〔施設での生活〕 
・息子も 11年もの間一緒に生活した。 
・狭小住宅より、広い住まいを求めて、養老院に入った。 
・キリスト教を信心しており、養老院にいても、毎週一回礼拝堂に行っている。 
・以前は編み物が趣味だったが。最近は疲れると手が痛くなるので、今はあまりや
ってない。たまにはマージャンもやる。 
・年金をもらっている。それほど豊かとはいえないが、内服もないため、今月は年
金が 100元（1700円ぐらい）ほどの余剰があった。 
・施設での生活は楽しい。何も考えなくてもいい。衣食住が整っている。 
・家族は 5世代が健在し幸せを感じる。子供たちは S市に帰省すると、必ず面会に
きてくれる。 
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験がある。「私たちの年代は、みんな生活が苦しかったよね。私と同じ年だと、字が読めな
い人だっていっぱいいるよ。特に女の子たち。女の子は学校に行っても無駄だっていわれて
いたからね。結局男性と結婚して、家から出てしまうから」とその時代背景を説明した。11
歳の時には、隣の老人が両親に「『あの子は頭がいいらしいよ。学校に行かせてみたら』と
言い、親に説得したらしいわ」こうしたことがあり、就学することができた。 
 「最初に勉強したのは、皇帝陛下のことだよ。（笑う）その時はまだ満州国だ。だから、
日本語を勉強したのよ。［日本語で］ありがとうございました。座ってください。（笑う）あ、
え、ふ、よ［紙にひらがなを書く］これは全部勉強したことよ。まだ覚えてる。クラスの中
で叩かれなかったのは私だけよ。他の人は全員覚えが悪かったわね」と自分の学校時代のこ
とを快活に話した。小学校四年まで就学していたが、15歳の時に退学した。 
2）〔就職・結婚・育児〕 
 耕作のことは得意ではなく、家では靴の製作などを行っていた。Gさんの父は以前軍人だ
った。退役してからは占い師などで生計をたてていた。「（父は）あまりお金の稼ぎはなかっ
たわね」。母はお金持ちの家にいって家政婦をしていた。Ｇさんは、「私は家で靴を作っても、
あまりお金にはならなかったし、大変だった。上手に作れなければお金なんかもらえないか
らね」と語った。 
 Ｇさんが 18歳の時に、親の紹介で結婚した。「私たちは会ってから結婚まで 20日しかな
かったわよ。［笑う］その時恋愛なんてこと全然知らなかった」という。夫は山東省の出身
で、Gさんより十歳上、大工の技術をもっていた。結婚前に、夫は地主ということで、土地
改革の時、批判され、「結婚後、彼（夫）のところに引っ越したら、家に塩しかなかったよ
［笑う］」と結婚時のエピソードを語った。 
 結婚後には、G さんは夫と一緒に野菜を売った。「毎日朝 3,4 時に起きて働いて、夜 11，
12 時に寝た。家は他人のお部屋を間借りして、狭くて寝るところもなかった」このような
生活で 3年も過ごしたという。1951年に、二人は自分の家を買うことができた。「苦しかっ
たね。でも生活も少しずつ良くなったからね。自分の家があれば何も怖くないじゃない」と
話した。同年、夫婦二人ともに工場の勤務の職を得ることができた。 
 Gさんは工場でクレーン作業をした。以後は、動物の飼育員、炭鉱労働、馬車引き、牛車
引きなど、いろんな仕事に従事したという。「やっていない仕事なんてないかも。［笑う］…
（中略）仕事しなければ子供を食べさせることなんかできないよ」と話した。 
 Gさんは娘 2人と息子 3人と子供が 5人いる。若いころには、Gさんと夫も労働者として
給料は低くはなかったが、子供が 5人いるので、生活は大変だった。「……（前略）子供が
多くて、食べるものも不足しがちだったわね。冬には餅を作ると凍るでしょ。私たちは（G
さんと夫）仕事に行く。子供たちは、お腹が空けば、冷凍した餅を食べるのよ」と笑いなが
ら語った。一番大変な時というのは、子どもたちが学校に行く時だという。「今でもこれを
思い出すと、悲しいわ。子供は学校に行きたいのに、家には学費がなかったの。しょうがな
くて、学長のところに行って直談判。そしたら、子供たちの学費を全部免除してくれたわ」
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と話した。 
 Gさんは 75歳まで仕事をしていた。その理由としては、60代の頃には、子どもたちはみ
んな仕事していたため、Gさんは 90歳の夫の母を自分の家に迎えた。「そうすれば、お金が
必要だよ」とのこと、「私の生涯は、辛い力仕事なんか全部やったよ。私は、こんな性格だ。
だれも力仕事やらなければ誰がやるんだよ」と話した。 
  ② 施設での生活 
   1）〔入所の経由〕 
 75歳に仕事を辞めた。その後夫に先立たれ、その三年後には義母も逝去した。Gさんは義
母を看取った。「死ぬときも（義母の）息子は誰も来なかったよ。本当に恩知らず。お義母
さんが亡くなったことを伝えても、一人は時間がない、一人はお金がないって誰も来なかっ
た」と話した。その後は、長男一家と 11 年同居した。 
 長男の家は狭かった。「狭かったよ。ビルで何もできなかった。つまらなかったよ」とい
うことで、G さんは施設に入所することにした。「ここはきれいだし、次女の家にもとても
近い。彼女はほぼ毎日こっちに来てくれるからね」と入所理由を説明した。 
   2）〔現在の生活〕 
 日常生活について、Gさんは「なにか仕事をやることが大好き。やることがない時は、自
分から探す」と言い、「今は毎日靴下を編んでいる。ここに住んでいる人に私が編んだ靴下
を挙げるのよ。前は座布団とかもできたけど、最近は目もよく見えないし、手も痛い。だか
ら靴下くらいしかできないからね」と話すＧさんは、今の自分を誇りを感じつつ、年を取る
ことへの諦念の気持ちも同居しているようである。 
 Gさんはもうじき 90歳になるが、頭脳明晰といっていいだろう。「頭、はっきりしている
よ。計算もすぐにできる。今も毎日トランプをしたし、たまにはマージャンもやるよ。お金
儲けてるよ！［笑う］」と話した。一方で、G さんはあまり周囲と世間話はしないという。
「昔のことを話しても、誰もわからないし、聞きたくもない。だからみんなと話すことはな
いね」。 
 約十年前には、Gさんは骨増殖により足に急に痛みを感じるようになる。それを契機にキ
リスト教を信心することになる。キリスト教を信じたことで翌年には足が治ったと信じて
いる。「前は週数回チャペルに行ったけど、最近は一緒に行く人がいないので、回数は減っ
たわ。でも、絶対行きたい。先週も行った。話を聞くと心が洗われるからね」と話す。 
 Gさんは自分の健康状況について、は「今は病気とか何もない。糖尿病があるけど、毎日
のお薬は控えているのよ。毎日祈りを捧げているのが、体にとてもいい。あまり遠く所には
行けないだけだから」と言っている。 
 現在の生活に対しては、「毎日楽しいよ。何も考えなくてもいい。今は自分のことしか考
えていない。ご飯もちゃんと食べれるし、病気もないし、住まい環境もいいし。娘はいいと
ころを選んでくれたわよ。ここから直接外の庭と道を見えるでしょ。私、韮を植えたのよ。
［外を指す］そこにある。見て、よく育っている」と今の生活への満足を語った。 
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第四章 考察 
 7人のインタビュー結果から、高齢者の主観的幸福感を高、中、低に分けて、整理を試み
たい。高齢者の主観的幸福感の関連要因は≪過去の生活に対する満足感≫、≪生活状況≫、
≪子供の状況≫、≪健康状況≫、≪日中活動≫の五つのカテゴリーに分類された。 
 
  
主観的幸
福感 
主観的幸福感の関連要因 
過去の生活に対する満足感 生活状況 子供の状況  
健康
状況 
日中活動 
教育を受け
る程度 
過去の仕事
状況 
施設での
衣食住 
経済状
況 
子供の
生活状
況 
子供と
の関係 
自分の趣
味 
人との
交流 
Dさん 高 高 高 高 高 高 
Aさん 高 中 高 高 高 高 
Bさん 高 高 中 高 高 高 
Gさん 高 高 中 高 高 高 
Cさん 中 中 高 中 中 中 
Fさん 中 低 中 高 中 中 
Eさん 低 中 低 低 低 低 
 
 なお、カテゴリーは≪ ≫、カテゴリーを構成する内容は〈 〉で表示し、逐語録から抜
粋した高齢者の発言を「 」で記載する。 
 
1 主観的幸福感が高い場合 
五つの関連要因の中で、四つ以上の項目に満足していると答えた Aさん、Bさん、Dさん、
G さんは主観的幸福感が高い高齢者と考えられる。 
① 過去の生活に対する満足感 
 高齢者の主観的幸福感に関する内容のうち、≪過去の生活に対する満足感≫は二つの内
容から構成されていた。〈教育を受ける程度〉では、たとえば Dさんの「私の一生は総じて
いえば、順調に進んでいた。一番いいところは、ちゃんと教育を受けられたことだった」と
いう発言が聞かれた。女性の Aさんと Gさんは当時では珍しく学校に行ったことがあって、
「私たちの年代は、みんな生活が苦しかったよね。私と同じ年だと、字が読めない人だって
いっぱいいるよ。特に女の子たち。女の子は学校に行っても無駄だっていわれていたからね。
結局男性と結婚して、家から出てしまうから」と話して、自分が教育を受けたことがあると
いうことについて「幸運」と感じた。「私と同じ年代の人は字が読めない人がいっぱいいる
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よ」と話した。 
 また、主観的幸福感の高に高齢者たちは〈過去の仕事状況〉に対する誇り感も強い。Bさ
んと D さんの場合はインタビューの時間の中で、過去の仕事に関する話題をとても濃密に
語っていた。二人とも何回も転職したことがあって、自分の仕事の能力について誇りをもっ
ている。B さんは当時の職場に転職を申告する際、「自分は大きい車を運転できるので、上
（上司）は最初、（転職を）認めなかった。その車は私しか運転できないから」と語った。
D さんも学校の先生から区長の秘書になる過程に関して、「区長は職に就いて一年経ってい
たけど、お目が高い人だったからなかなか秘書が決まらない。だけど私を見たらすぐ決めた
よ」と誇らしく語った。Gさんは自分が女性として「重い仕事でも自分でやる」、「若い時お
金をもらえば、なんでもやった」と話した。 
② 生活状況 
  ≪生活状況≫は二つの内容から構成されていた。まず、〈施設での衣食住〉にはみんな
満足している。食べ物について、「食べたいものが全部揃っている」、「自宅では毎食そんな
に（多くの）種類の料理を食べられない」、「毎日何を食べるかを考えなくてもいい」という
ことが聞かれた。住む環境も、G さんは今の施設に入る理由をこうして話した。「こっちは
新築なので、環境はきれいね。前に入った施設は汚かった。狭いし、一階はとても臭い」A
さんは「ここの環境はいいね。空気もきれい。交通もとても便利だ」と話した。施設のサー
ビスに関して、一番言及されたのは、職員たちの態度である。4人とも職員の態度がいいと
思っている。「高齢者に対して自分の親みたい」、「毎日ニコニコしている」と語った。特に
A さんは、自分の夫が施設で亡くなって、「（夫の）服を着せて、体を拭いて身を整えてくれ
たの」と職員たちのことをたいへん褒めていた。 
 〈経済状況〉に関して、D さんは十分（5000 元/月）、A さん、B さん（2500 元/月）は良
好、G さん（1400 元/月）は貧困と考えている。しかし、G さんは「最初は毎月 500 元しか
もらえなかった。今は 1400元になったよ。今年も 100元上がった。だから悪くない。全然
足りる」と自分の経済状況に満足している。経済状況は十分であると答えた Dさんは、「子
供たちのお金は全然いらない。春節、祝日の時、孫たちにはお金をあげる。彼らはうれしい
し、私もうれしい」と自分の経済状況を話した。 
③ 子供の状況 
  ≪子供の状況≫は二つの内容から構成されていた。高齢者たちは、〈子供の生活状況〉
について非常に気になっている。主観的幸福感が高い高齢者の子供たちは、おおむね経済的
に困窮していない。B さんの長女は以前失業して、年金等もなく、経済状況は悪かったが、
近年社会保障金を国からもらったため、「少ないけど、生活費は足りる…（中略）これで死
ぬ時も思い残すことがない」と話した。D さんは「子供たちはみんないい仕事をしている」
と話し、Gさんも「孫は今日本で仕事しているよ。いろんなことを勉強したらしい。とても
よかった」と子供のことだけではなく、孫もいい生活を過ごしているため、安心していると
話した。 
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一方、〈子供との関係〉も主観的幸福感に関する大きな要因と考えられる。主観的幸福感
が高い高齢者たちは、施設と子供の家が近い、もしくは子供と毎日あるいは毎週会えるとい
った状況にある。四人とも、自分の子供たちは「親に孝行している」と話した。Gさんは「う
ちは今 5代目もいるよ。前日も孫と会えた」と自慢している。Bさんはたまに子供と一緒に
旅行することにもとても満足していると話した。施設に入った理由から見ると、四人とも自
分で施設に入ることを決めている。B さんの場合は娘と一緒に住んでいたが、「子供に迷惑
をかけたくないから（施設入所を決めた）」という話を何回もした。A さんも「老人ホーム
に行くと、子供が親不孝だと考える人もいるじゃないか。その考え方は全く間違いだ」と話
した。 
④ 健康状況 
 ≪健康状況≫については、四人とも生活が自立しており、大きな病気もないと考えていた。
A さんと G さんは現在糖尿病を患っており、A さんは透析をしていて、G さんは毎日薬を飲
んでいる。そのため、二人とも「（病状は）安定している。」と話した。Dさんは、若い時仕
事が忙しかったため、退職して急に暇になり、一回体調を崩したが、今は施設に入って、「毎
日マッサージや、リハビリテーションをしているので、今はよく回復した」、B さんは特に
病気もなく、今は妻と一緒に施設に入っているため、「お互いに面倒を見ている」という。 
➄ 日中活動 
≪日中活動≫は二つの内容から構成されていた。まず主観的幸福感が高い高齢者は四人
とも〈自分の趣味〉を持っている。今回インタビューした公立施設と私立施設どちらでも、
高齢者を集め活動をやっている。Aさんは「ほぼ毎日みんなと一緒にダンスしている」と話
した。D さんは書道がうまいので、「たまに書く」という。また、施設内の運動会や、週一度
昔の映画を放送するといった活動があるので、満足している。G さんは編み物が好きなので、
靴下や、座布団を編む。「今は毎日靴下を編んでいる。ここに住んでいる人に私が編んだ靴
下を挙げるのよ」と話した。「暇が大嫌い」なため、「今も毎日トランプをするし、たまには
マージャンもやるよ。お金儲けてるよ！［笑う］」と話した。 
また、主観的幸福感が高い高齢者は〈人との交流〉も比較的に多いと思っている。A さん
は「暇なとき、庭に行って、周りの人と世間話をする」と話した。Bさんも「よく隣の人と
一緒に外で散歩している。健康的にもいいし、あの人は面白いな。友達になった」と友達が
できたことを笑いながら語った。D さんは施設内の人だけではなく、「スマホで、前の友達
ともほぼ毎日連絡をとれる」と話した。Gさんは「あまり周囲と世間話はしない」が、キリ
スト教を信じているので、「絶対（チャペルに）行きたい。先週も行った。話を聞くと心が
洗われるからね」と言って、毎月何回かチャペルに行っている。 
 
2 主観的幸福感が中程度の場合 
 五つの関連要因の中で、中が一番多い C さんと F さんは主観的幸福感が中程度の高齢者
と考えられる。 
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① 過去の生活に対する満足感 
 まず、〈教育を受ける程度〉では、Cさんも Fさんも比較的にいい教育を受けていた。Cさ
んは中学校まで学校に通い、中学校二年の時、「成績が良かった」ため、小学校の先生にな
った。Cさんは「毎日勉強しかわからない、努力した」と自分のことを評価した。Fさんの
子供時代、東北地方はまだ満州国で、生活は不安定であったが、中学校まで学校に通った。 
 〈過去の仕事状況〉に関して、C さんと Fさんは自分の意志ではなく、転職した経験があ
る。特に Fさんはその時のことを思い出したとき、「私はこの一生全然いいことがなかった
ね」と自分のことを話した。もともといい仕事があった Fさんは、結婚してから、夫が浮気
したので、会社を解雇された。そのあとも DVや子供の自殺の経験があり、過去の苦しいこ
とをたくさん思い出した。Cさんも教師だったとき、学長が学生にセクハラしていることを
通報したため、学校から退職させられた。しかしその後、能力があったため、他の職場でも
いい職位をもらった。このため、Cさんは退職の経験について、悔しいという気持ちよりも、
誇らしい気持ちが強い。 
② 生活状況 
 Cさんと Fさんは同じ私立施設に入っている。〈施設での衣食住〉について、Cさんは「と
てもいい」と話し、「衣食住の全部に満足している。院長、職員たちもみんなニコニコして、
とても親切にしてくれる」と満足している。F さんは満足しているというより、「慣れた」
と話している。子供の時からずっと集団生活をしていたので、集団生活について、過去と比
べてよいか悪いか比較することはない。 
 また、Cさん（2200元/月）、Fさん（2500元/月）は年金をもらっており、〈経済状況〉は
良好と考えている。C さんは「施設には毎月 1600 元を払って、残ったお金を小遣いにして
いる。この額は、小遣いとして、十分に足りている」と今の収入に満足していることを表し
た。Fさんはあまり自分の経済状況を話したがらなかったが、特に不満だと感じていること
もないという。 
③ 子供の状況 
 〈子供の生活状況〉について、二人ともあまり子供たちの生活状況を心配していなかった。
また〈子供との関係〉に関して、C さんは施設入所の理由として、同居していた嫁への不満
を挙げた。「（嫁は）毎日不満を言う。私は何もしなかったよ。…（中略）お皿を持って、ち
ゃんと机の上に置くんでなくって、［パタパタはたく］こんなの普通の人とは言えないね。
全部心の中にしまって黙っていても苦しい［手を振る］」と嫁とのやり取りの一端を話した。
息子四人の中でも、「三番目の息子はいいね。孝行している」と一人のことだけを話した。
それに対して、Fさんは子供たちとの関係は良好だと思っている。Fさんが昔風邪をひいた
際のエピソードとして、「長男夫婦二人と娘夫婦二人の四人が一緒に来て、長男夫婦は私を
連れて病院に行くし、娘夫婦二人は私の荷物を全部自分の家に運んでってしまったんだか
ら［笑う］」と話した。それに加えて、「（今でも）息子から、新鮮な果物や、おやつとかが
送られてくる」という。 
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④ 健康状況 
 ≪健康状況≫の面では、Cさんは白内障による視力障害がある。一度手術を受け、片目だ
け治療を受けた。「息子はもう一つの目も手術やろうよって言うけど、いいや。もうやらな
くてもいい。この一つだけで十分だ。もうすぐ八十歳になるから」と語った。 
 Fさんは糖尿病があるので、あまり歩くことができず、車いすに乗っている。また、糖尿
病により目もあまり見えない。「目の前に来ないと、何も見えない」が、「車いすに乗って、
動くことが便利だし、あまり不便こともない」と話した。 
➄ 日中活動 
 ≪日中活動≫は、二人とも特に趣味を持っていないため、主観的幸福感が高い高齢者に比
べて少ないと思っている。Cさんは周りの人と世間話を毎日している。あるいは、部屋に座
って、ぼんやり周りを見ることしかやることがないときもある。「確かにあまりやることが
ないよ」と Cさんは言う。Fさんの場合は「他人が私のお部屋に来る以外は、他の人と話し
ていない」と話した。しかし、寂しいことも特に表現していない。 
 
3 主観的幸福感が低い場合 
 最後に、五つの関連要因の中で、中が二つ、下が三つの Eさんは主観的幸福感が低い高齢
者と考えられる。 
① 過去の生活に対する満足感 
 E さんは自分の過去の生活に満足していない。「何か月だけ学校に行った」と〈教育を受
ける程度〉を話し、過去の生活についてうれしかったことを尋ねると、「特にないね」と話
した。一方で、〈過去の仕事状況〉に対しては、自分について「やり手」、「くじけない」と
表現した。「子供を育てるためだ。何にも怖くない」と誇らしそうにしていた。 
② 生活状況 
 〈施設での衣食住〉について、E さんは施設の食堂で毎日ご飯を食べているが、「食堂の
ご飯は、好きなものがある時はちゃんと食べれるけど、自分の口に合わない時にはお腹が減
ってしまうんだわ」と語った。住むことも「どうしても自分の家がいいな」と今の不満を話
した。七人の中で、Eさんだけは昔からずっと農民として生活していたので、自分の土地を
持っている人は E さんしかない。これは E さんが自宅で生活したいという強い思いをもつ
理由の一つと考えられる。        
 Eさんは毎月政府から最低生活保障金しかもらっていないので、経済状況は困窮している。
施設の料金も子供たち三人で支払っているという。 
③ 子供の状況 
 Eさんは子供 5 人がいるが、長女は軽度の知的障害があり、次男は「人とあまり話したが
らない」性格から、未婚だという。インタビューの中で、Eさんは何度も次男が未婚という
ことに言及した。それは今 Eさんが〈子供の生活状況〉の中で一番心配していることといえ
る。 
39 
 
E さんが施設に入った理由は、「今子供たちもみんな結婚しているし、私のことはもうい
らないんでしょ。だからこっちに送ったのよ。（一緒に）住みたくない。でもしょうがない」
と悲観的な気持ちを語った。また、子供たちが「また来ると約束してくれたけど、今日も来
なかった」とか、「息子から私はお金を使いすぎだと言われる」とか、「孫に会いたいね。本
当に会いたい。どうして来ないんでしょうね」といった話をしており、〈子供との関係〉に
ついては、「子供たちに捨てられた」と思っている。 
④ 健康状況 
 Eさんは視力障害がある。それについて、Eさんは「ここに入らなければ、私は絶対に目
が見えなくなることはなかった」と話した。一方で、施設入所前にも自分で眼鏡を二つ作っ
たが、全部合わなかったといい、その後だんだん視力が衰えていったという。 
➄ 日中活動 
 Eさんは〈人との交流〉が多いほうと考えている。自分でも「人と話すことが大好き」と
話した。昼間に「周りの人と世間話をして、年になったので、他のことをあまり考えていな
い」と話した。しかし、たまに家族や友達が面会に来てくれた際に、「急に帰られると、も
っと寂しい気持ちになるの」という話を何度もしていた。 
 
 
終章 結論および本研究の限界 
1 結論 
 本研究により、中国の高齢者施設に入所している高齢者の主観的幸福感の関連要因は、≪
過去の生活に対する満足感≫、≪生活状況≫、≪子供の状況≫、≪健康状況≫、≪日中活動
≫の 5つのカテゴリーに分類されることが判明した。また、インタビューした高齢者７名の
うち、主観的幸福感が高い者が 4名、中程度の者が 2名、低い者が 1名であり、全体的にみ
ると、施設生活における主観的幸福感は高い人が多いことが分かった。そのライフストーリ
ーからは、戦争、政治改革、自然災害など激動の歴史を経験した高齢者らであるが、中国全
体の経済が発展し豊かな社会になったことや、現在、衣食住が足りて平和な毎日が送れてい
ることを反映し、昔と比べて現在の生活にはある程度満足していることがうかがわれた。と
りわけ、 本研究に参加した高齢者の現在を支えているもののうち、仕事をやり遂げたこと
による≪過去の生活に対する満足感≫と、子供をぶじ育てあげ、子供を独立させたことから
くる、現在の≪子供の状況≫に関する満足感が多く語られた。施設入所高齢者の主観的幸福
感は、このような過去の努力した体験とその成果から得られるものであり、その結果として、
子供に迷惑をかけない今日の平穏な生活がもたらされていることが振り返られていた。 
① 中国の高齢者の主観的幸福感の特殊性～日本の高齢者との比較～ 
 中国は、古代から近代まで主に血縁、地縁、業縁を基盤とし、相互扶助の理念に基づいて、
それぞれの縁に連なる者に慈善救済養老事業が衣食住の保証を提供していた（沈、2013）。
しかし、1949年中華人民共和国建国後、社会主義国家の樹立とともに、血縁、地縁、業縁を
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主軸とした構造は、解体されつつあり、「単位制」生活保障制度が構築された。「単位制」生
活保障制度は、一般的にいうと、都市部において国家が住民全員雇用を確保することによっ
て、都市の住民がそれぞれの工場、学校、病院、政府機関などの職場に配置され、隷属する
ようになることである。または所得再分配を行わず、単位が国家を代替して単位のメンバー
に給与や住宅、医療、年金、福祉サービスなど「揺りかごから墓場まで」の厚生福祉を提供
し、現物交換する仕組みと言われている。1950 年代から、計画経済システムが構築される
とともに、その一部である「単位制」生活保障制度が推し進められた。市場経済改革が始ま
った 1970年代末には、都市部人口の 99.8％の人々が、生活資源を獲得するために、それぞ
れの「単位制」に依存せざるを得なかった。 
 インタビューをした 7 人の中で、E さんを除いて、他の 6 人はみんな都市部の住民だっ
た。「単位制」生活保障は、社会計画経済期から社会主義市場経済への移行とともに崩壊し
たが、それを経験した彼らは、国が存在のための支柱となっており、子供と一緒に住んでい
なくても大丈夫であるという考え方がまだ残っているようである。一方で、長年農村に住ん
でいた Eさんは、高齢になって子供と離れている状態にとても不安を感じている。これは E
さんが七人の中で主観的幸福感が一番低くなっている要因の一つと考えられる。 
 また、≪日中活動≫の面では、日本の高齢者は静かな生活を好む一方、中国の高齢者は活
動的な生活スタイルを愛する（中国メディア・今日頭条、2017）。筆者のこれまでのフィー
ルド見学の体験などから、日本の高齢者施設では、多くの入居者がテレビを見たり、ボーっ
としたりしている。入居者同士の交流も少なく、施設の中は静かである。日本と違って、中
国の高齢者らの日中活動は日本より活発である。訪問した二つの施設の中にも娯楽室があ
って、高齢者はそこで毎日マージャン、トランプなどゲームをやっている。インタビューし
た高齢者の中にも、「ずっと一人で家にいることは嫌だ」、「家は狭いし、あまり動けない」
ということを入所理由にあげているものもいた。施設に入っても前のように毎日友達とダ
ンスすることができるから、施設での生活に満足している人もいる。人と交流できて、体も
存分に動かせることは、中国の高齢者にとって施設生活の魅力の一つになる。 
② ソーシャルワーク支援方法への示唆 
 中国東北地方の高齢者施設の入所者のライフストーリーの中心は、人生において辛かっ
たこと、子供や家族のために頑張って働いたこと、そしてそれらを乗り越えてきた人生の達
成感であり、それらはまぎれもなく現在の彼らの支えであった。高齢になって、若い時のよ
うに自由にならない身体で、家族や子供に迷惑をかけたくないとの思いで、現在の困難にも
立ち向かって生きていることが示された。そして、人生を肯定し、今を生きる喜びにもつな
がっている。インタビューの最後に、筆者は高齢者らに「このように、人と昔のことを話す
ことをどう思いますか」と質問したところ、7人のうち 5人は「昔のことを振り返ってうれ
しいに気持ちになる」と答えている。 
 ライフストーリーを聴き取ることは、その人のいまを支えているものが現在ある人との
関係や時間に限らず、過去に支えられ、未来をどのように感じているのかをソーシャルワー
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カーが知ることである。そのことは、その人への理解が深まるだけではなく、ソーシャルワ
ーカーが自己意識やケアを充実させる可能性（原ら、2009）につながる。また、ライフスト
ーリーを語ることを促すケアは、語る高齢者に、現在の自己の客観視をも可能にする（小野、
2008）ことでもある。 
 本研究により、ソーシャルワーカーの仕事の中に、高齢者施設の利用者が選択可能な個別
アプローチとしてライフストーリーを組み込むことや、また、高齢者施設のみならず、在宅
や病院でもその視点を取り入れた、高齢者へのケアが有効であることが示唆されたといっ
てよいだろう。 
  
2 本研究の限界と今後の課題 
 本研究は中国東北地方の高齢者施設入所者の生活と主観的幸福感に論じたが、以下の 4つ
の課題が残されている。 
 第一に、本研究は中国東北地方の二つの高齢者施設の入所高齢者 7人と対象数が少ない。
また、応答可能な入所者を施設職員に紹介してもらう方法をとったことから、選定の過程で
選別が生じた可能性は否定できない。その意味で本研究の結果の一般化には慎重であるべ
きであり、今後、対象者の拡大や調査方法の多元化が求められる。 
 第二に、今回の対象者 7人とも心身が自立した高齢者である。施設で自立できない高齢者
がどのような生活を送り、主観的幸福感を抱いているかは明らかにしていない。中国の上海
市、北京市と言った特別行政区に該当する都市の事例では介護職の研修や資格制度も整い
つつあるが、その他の地方都市やさらに農村地方において未だに高齢者介護に関する人々
の意識も低いことが推測される。（石田、2013）これから、要介護・要支援の高齢者人口が
増加している中国に対して、要介護施設入所高齢者の生活と主観的幸福感に関する研究が
必要である。 
 第三に、中国では、現在 210 校の大学が社会福祉を教育しており、2008 年から、国家資
格として「社会工作員」という名称でソーシャルワーカーの養成を始めている。ソーシャル
ワークは、中国では新興の学問である。このため、中国のソーシャルワーク事業はまだ専門
人材の不足、普及率が低いなど多くの課題を抱えている。大都市以外の地方都市、農村地方
ではソーシャルワーカーと会えないし、ソーシャルワークという言葉も聞いたことがない
かもしれない。これから、中国においてソーシャルワークを展開し、ソーシャルワーカーが
どうやって高齢者を支援していくのか検討することは今後の課題である。 
 最後に、今回の調査対象者の年齢が比較的若かったため、日中戦争など日本に関すること
は彼らの記憶が不鮮明であまり聞けなかった。日本と密接な関係がある中国東北地域の高
齢者は、一体日本に対してどのような感情を持っているか、また過去の日本統治が現在の生
活にどのような影響を与えているのかを明らかにすることは、両国にとって重要な課題と
いえるだろう。 
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1937年 1937年には、盧溝橋事件、第二次上海事変や中華民国軍による通州事件などにより
中華民国と全面戦争に入った（日中戦争、当時の日本側呼称：支那事変）。 
1945年 8 月、日本政府のポツダム宣言の受諾とともに日本軍が降伏することで対日戦争は
終結した（日本の降伏）。 
1945年～  
1949年 
中華民国・南京国民政府と内戦（国共内戦）を繰り広げてきた中国共産党は、第二
次世界大戦終結後に再燃した内戦で相次いで国民政府軍に勝利をおさめ、1949年 4
月には共産党軍が南京国民政府の首都・南京を制圧した。 
同年 10月に毛沢東が中華人民共和国の建国を宣言した。 
1950年 土地改革法が成立して全国で土地の再配分が行われた。法の内容自体は穏健的なも
のであったが、地主に対して積年の恨みを抱いていた貧農などによって運動は急進
化し、短期間で土地改革は完了した。 
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中ソ友好同盟相互援助条約を結び、朝鮮戦争で北朝鮮を支援して参戦するなど、社
会主義陣営に属する姿勢を鮮明にした。 
1960年～ 
1963年 
1958年、毛沢東は大躍進政策を開始し、人民公社化を推進した。しかし、無計画に
進められた大躍進政策は全国性の食糧不足を引き起こした。 
1966年 文化大革命が開始。文化大革命は政治だけでなく一般にもあまりにも多大な影響を
与え、青少年によって結成された紅衛兵が反革命派とされた人間をつるし上げたり
していた。文化大革命は後期になると国内の内乱状態を引き起こした。最終的に文
化大革命は 1976年の毛沢東死去で終結した。 
1979年 鄧小平は、政治体制は共産党を堅持しつつ、市場経済導入などの経済開放政策を取
り、近代化を進めた。 
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インタビューガイド抜粋 
A 子ども時期（0～12歳） 
 あなたの人生の出来事で真っ先に思い出される事柄はどんなことですか。  
 子どもの時の生活はどんなものでしたか 
 ご両親はどんな方でしたか。 
 ご兄弟はいますか。 
B 青年期（13～19歳） 
 10代の時のことを振り返って、まず何を思い起こしますか。 
 あなたにとって大切な人は誰でしたか。その人のことを話してください。 
 学校へは行きましたか。 
 その時の辛かったことについて話してください。 
 楽しい思い出は何ですか。 
C 成人期（20～64歳） 
 あなたの 20代から 60代までに起きた、一番重大な出来事についてお聞かせくだ
さい。 
 20代、30代のあなたの人生はどのようなものでしたか。 
 お仕事について教えてください。 
 結婚しましたか。配偶者はどんな人でしたか。 
 この時期に大変だったことはどんなことでしたか。 
D 高齢期（65歳～） 
 何歳に施設に入りましたか。その理由は何ですか。 
 今の生活はどうですか。 
 自分の人生をこれまで支えてきたものは何ですか。 
 あなたの人生を変えた出来事や出会いがありますか。 
 自分の人生を振り返って、あの時こうしておけばよかったと思われることがあり
ますか。 
E 全体 
 全体的に見てどんな人生でしたか。 
 これまでの人生で、あなたが直面した大変なことはなんでしたか。そのことにつ
いて、お話しください。 
 
 
